
　農業を生態学的に見ると一定地域を同一種の植
物で埋めつくすことであり，生態系は極めて単純
化される。その結果，その作物に適応した昆虫の
みが「害虫」として急激に増加し，昆虫の種類数
は減少し，総個体数は増加する。さらに，生産効
率をあげるために，遺伝的に同じ系統（品種）が
栽培され，消費者である昆虫等は「害虫」として
除去され，作物残渣も除去されることが多く分解
者も少ない。また，耕起が頻繁に行われ，常に遷
移の初期段階が保たれる。以上のように，農業生
態系は排他的構造を持ち，自然生態系と比較して
不安定な系である。この不安定な系を維持するた
めに多量のエネルギー（機械力，肥料，農薬等）
と技術を投入して，強力な管理が行われる。害虫
管理もこのような管理の一環であり，当該生態系
の特徴を考えて行う必要がある。
  農業生態系の安定度は，栽培される作物，栽培
様式，環境条件等により変わり，１年生作物に比
べ多年生作物で，単作に比べ混作で，温帯に比べ
熱帯で安定する。桐谷（1883）はわが国の農業生
態系の特性を生態系の安定性，永続性の度合い及
び自然からの隔離度（人工度）でとらえ，安定度
の高いものからミカン，リンゴ，水稲，畑作物，
施設野菜，貯蔵穀物としている。ミカンは常緑永
年性作物，リンゴは落葉永年性作物，水稲は１年
生作物であるが，通常毎年連作される。露地野菜
を含む畑作物は作期は１年以内であり，通常連作
は避けられる。施設野菜は外界とは隔離されてお
り，作期の間に土壌くん蒸等の無生物化処理の頻
度が高い。チャはミカンと同様に常緑永年作物で
あるとともに，樹冠内に人為管理の弱い空間が存
在して天敵等の保存場所となっており，ミカンよ
り人工度が低く，安定度が高い生態系と考えられ
る（Kawai，1997）。さらに，チャより安定度の

高い生態系として森林生態系がある。
  食植性昆虫も生態系の一員であり，農業生態系
の中で個体数を増加させることのできる種が「害
虫」と呼ばれる。それぞれの農業生態系ではその
特性の違いから，害虫となる種の生態的特性も異
なる。安定度の高い系では周年系内で生息する定
住性の害虫が大部分であり，１年生作物及び落葉
永年性作物の害虫は冬期の生存のために休眠を持
つ種の割合が高く，常緑永年性作物の害虫は非休
眠の割合が多い。安定度の低い系では，系の成立

（定植）とともに外部から侵入して系の終了まで
（１作期）を過ごす移動性の害虫種が多い。これ
らの害虫は移動により系の不安定さに対処するた
め，休眠は持たない。施設野菜は最も不安定な系
ではあるが閉鎖系であるため，他の生態系と全く
ことなり定住性・非休眠で単為生殖を行う害虫が
重要となっている。
  それぞれの農業生態系での害虫管理における防
除手段の重要性を見ると，自然生態系に近い森林
では，薬剤の散布は生態系に大きな影響を与える
ことからほとんど行われない。他の農業生態系で
は，自然生態系からの人為的改変が大きく，これ
に適応した害虫の存在により，薬剤散布なしでの
経済栽培は成り立たない場合が多い。しかしなが
ら，どの系でも自然制御要因が働いており，安定
度の高い系ほど薬剤散布の悪影響は大きい。どの
系においても適切な被害解析に基づく要防除水準
の設定，薬剤の選択等により，薬剤投下量・環境
への悪影響を削減する努力が必要である。一方，
貯蔵穀物のような閉鎖系では出現した害虫に対す
る自然制御力はほとんどなく，薬剤に頼る部分が
大きい。また，薬剤の効果を高めることも可能で
あり，「絶滅」を目指した防除が行われる。施設
野菜も閉鎖系ではあり，貯蔵穀物と同じ概念の
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「早期発見早期防除」が適切である。しかし，閉
鎖度は低く，薬剤散布の生態系への影響は大きい
ことから，薬剤投下量・環境への悪影響を削減す
る努力が必要である。天敵利用について見ると，
在来天敵の保護及び導入天敵の導入は安定度の高
い生態系ほど有効であり，安定度の低い１年性作
物での利用の効果は一部に限られる。また，最も
安定度の低い施設栽培で天敵の大量放飼が有効で
ある。放飼後収穫終了までは害虫ー天敵の相互作
用系として働き，閉鎖系であることを利用した有
効な防除手段であり，更なる展開が期待される。
また，物理的・耕種的防除手段の有効性は，生態
系の安定度以上に作物の栽培体系に影響される
が，施設野菜では閉鎖系を助長する手段として有

効である。また，作物生産に大きな影響を及ぼさ
ない範囲で適切な害虫管理が可能なように生態系
を改変することも重要である。
  農地は一つの生態系を構成しており，その生態
系の特性は栽培作物・栽培体系・環境条件等によ
り異なる。作物は生産者であり，消費者である害
虫相の構成，個体数変動機構はそれぞれの生態系
により異なる。害虫の防除を「作物からの害虫の
除去」と考える場合には作物と害虫のみを考えれ
ば十分であるが，害虫管理を考える場合にはそれ
ぞれの農地を一つの生態系と考え，その構成要素
の一つである「害虫」の個体数変動を制御すると
いう考えが重要であり，そういった考えに基づい
た害虫管理体系の確立が望まれる。
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カンキツとAlternaria属菌間の相互反応に関する分子生物学的研究

秋光和也
（香川大学農学部）

　植物病原糸状菌が感染時に発揮する宿主特異性
に関する様々な分子メカニズムが明らかになって
きた。宿主特異的な感染の誘導因子の一つとし
て，それぞれの宿主植物に対して10－9～10－8 Mの
低濃度で選択的毒性を示す宿主特異的毒素が知ら
れ，毒素が関与する病害では，菌の毒素生産性の
有無と病原性の有無，さらに植物の毒素感受性と
病害感受性が一致する。
　我々はこれまでに，宿主特異的毒素の作用機構
と毒素レセプターを介した特異性決定機構の解
明，宿主特異的毒素の生合成遺伝子クラスター解
析，病原性関連酵素研究，病原菌およびその代謝
物に対する植物防御機構の解析を中心に，カンキ
ツとAlternaria属菌間の相互反応に関する分子生
物学的技法を駆使した研究を進めてきた。植物病
害発生メカニズムの解明に向けて，カンキツと
Alternaria属菌の分子応答の一端をご紹介させて
頂きたい。
　1929年Alternaria属菌の感染によりラフレモン
で発病する病害が南アフリカで報告された。その
後1966年に菌の形態等から，本病原菌の菌種はカ
ンキツ黒腐病菌と同じA. citri Ellis & Pierceと同定
された。本病原菌は，後に異なる宿主範囲を持つ
２系統のA. alternataの中の一系統により引き起こ
されることが明らかとなり，現在ではAlternaria 
leaf spot病と呼ばれる。本病は幼葉に発生し，ま
ず斑点が現われてやがてハローに囲まれたアルタ
ナリ輪紋斑を形成し，病徴が進展すると葉枯をお
こして落葉する。このAlternaria leaf spot病菌は
現在A. alternata rough lemon pathotypeと呼ばれ，
その病原菌が生成する宿主特異的ACR毒素はそ
の化学構造も明らかにされている。
　ACR毒素の作用点は感受性カンキツ品種ラ
フレモンのミトコンドリアであり，電子伝達系
とATP合成系との脱共役作用およびNAD+等の
TCA回路の関連因子の漏出による回路の停止が
誘起されることから，ACR毒素の作用機構はミ

トコンドリア膜への孔（pore）形成による機能
障害であると推測された。我々は，ラフレモンミ
トコンドリアに対するACR毒素の作用を担う遺
伝子として，ラフレモンミトコンドリアゲノム
に座乗し，大腸菌で発現させることにより通常
はACR毒素耐性である大腸菌を毒素感受化させ
ることができる171 bpの遺伝子ACRS （ACR-toxin 
Sensitivity） を明らかにした。この配列がコード
する56推定アミノ酸の２次構造解析から，本遺伝
子はamphiphilic helix型のミトコンドリア膜貫入
タンパクをコードすると考えられる。ウエスタン
ブロット解析により，各カンキツ品種のミトコン
ドリアにおける本タンパクの存在／不在を検定し
た結果，抗ACRS抗体は毒素感受性ラフレモンミ
トコンドリアから4量体を形成する本レセプター
タンパクを検出したが，毒素非感受性のカンキツ
ミトコンドリアからは何も検出しなかった。
　さらに本遺伝子転写物への修飾を解析した結
果，推定するORFのフルサイズの転写物はACR
毒素感受性のラフレモンミトコンドリアRNAか
らのみ検出され，検定したすべての毒素非感受性
カンキツミトコンドリアRNAでは，転写物が断
片化し分解されていることが明らかになった。毒
素非感受性のカンキツ品種では本領域は切断後分
解されるが，毒素感受性品種であるラフレモンは
何らかの理由で本領域の分解が抑制され，毒素レ
セプター領域が翻訳される。すなわち，ミトコン
ドリアゲノムに座乗する遺伝子のmRNA修飾（＝
プロセッシング）の有無で，宿主特異性が決定さ
れていることが明らかになった。
　今日までに，A. alternataの中の７種が宿主特
異的毒素を生産することが知られる。これらA. 
alternataの７病原型の中の２つがカンキツの病
原菌であり，我々はこれら２菌の生産するACR, 
ACT毒素生合成酵素遺伝子クラスターもそれぞ
れ別々の小型染色体に座乗し，腐生菌・毒素非生
成菌はこの小型染色体自体を保持しないことを明
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らかにした。このクラスター・小型染色体の配列
構造・標的遺伝子破壊やRNA silencing法を用い
た機能の解析を進め，これらの生合成遺伝子産
物の機能が毒素生産に直結することを明らかにし
た。さらに，ACR毒素とACT毒素の２つの異な
る宿主特異的毒素を生産し，ACR毒素生合成遺
伝子クラスターとACT毒素生合成酵素遺伝子ク
ラスターの両方を保有する菌株を圃場から分離
し，これらの毒素生合成酵素遺伝子クラスターは
水平移行する可能性を示している。
　先にも述べたように，Alternaria leaf spot病
菌とAlternaria brown spot病菌は，1966年に一
度菌の形態等から，A. citri Ellis & Pierceと同定
された。A. citriは現在ではカンキツ黒腐病菌をさ
し，カンキツ貯蔵病害の病原菌の１つとして知ら
れている。本病原菌はカンキツを栽培している広
い地域に分布し，その宿主範囲に特異性は無く，
カンキツのあらゆる品種の果実が被害を受ける。
我々はA. citriのエンド型ポリガラクツロナーゼ

（endoPG）を単離し，その遺伝子を標的遺伝子破
壊法で欠損させることにより，病原性が著しく減
少することから，菌の侵入及び黒腐症状の誘起に
重要な役割を果たすことを明らかにした。また，
A. citri野生株とendoPG欠損株でそれぞれ緑色蛍
光タンパク質を過剰発現させ，本菌の組織への感
染行動様式とendoPGの役割に関して検討を進め
た結果，endoPGは果実の果梗部から果心部への
侵入及び黒腐症状の誘起には不可欠だが，果肉部
での菌糸伸長には不要であり，さらに果肉部では
endoPG遺伝子発現が抑制され黒腐症状が誘起さ
れないことが分かった。
　病原菌およびその代謝物に対するカンキツ防御
機構の解析では，サブトラクション法により，抵
抗性発現時に誘導されるクチクラ層修復酵素，抗
菌性プロテアーゼ阻害蛋白，リポキシゲナーゼ，
ポリガラクツロナーゼ抑制蛋白，キチナーゼ，ヒ
ドロキシペルオキシドリアーゼ，各種モノテルペ

ン合成酵素遺伝子，非特異的脂質転位酵素等，約
20の抵抗性関連遺伝子をクローニングし，これら
の機能や遺伝子発現様式を明らかにした。さら
に，宿主特異的毒素は毒素非感受性カンキツでは
遺伝子発現を誘起し，毒素感受性カンキツでは宿
主特異的毒素生産菌の感染時に，遺伝子発現が抑
制されることを明らかにしている。これらの結果
は，宿主特異的毒素はレセプターを持たない毒素
非感受性植物を宿主として認識しないが，毒素
非感受性植物にとっては分泌される毒素は異物
であり，一般的エリシター等による抵抗性誘導
とともに，さらに付加的な誘導を促すことから，
宿主特異的毒素はPathogen-associated molecular 
patterns （PAMPs）としての機能を保持する物
質であることが示唆され，より詳細な解析が現在
進んでいる。
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【一般講演病害】

徳島県でのイチゴうどんこ病に対する登録薬剤の効果比較について

田村　收・広田恵介
（徳島県立農林水産総合技術支援センター農業研究所）

　現在，徳島県のイチゴ栽培品種は「さちのか」が
主である。これまでうどんこ病の発生は問題になら
なかったが，近年発生が増加し，特に果実での被害
が大きな問題になっている。そこで，うどんこ病の
防除対策について，果実での効果に重点を置き，①
生産現場で使用されている既登録薬剤の効果比較，
②機能性展着剤の添加による効果比較，③気門封鎖
系薬剤の防除効果について検討した。
　その結果，①６種類の薬剤で比較した結果，
DBEDC乳剤500倍液の３回散布で防除効果が高
かった。②シメコナゾール水和剤に４系統の機能
性展着剤を添加・散布した結果，陽イオン（カチ
オン）界面活性剤を添加すると，シメコナゾール

水和剤単独散布の２倍の防除効果があったが，そ
の効果は低かった。③３種類の気門封鎖系薬剤を
７日間隔で６回散布し比較した結果，脂肪酸グリ
セリド乳剤300倍液散布で発病果実率：3.3%（無
散布：52.3%）まで抑えることができた。なお，
他の気門封鎖系薬剤も発病果実率：12.0～13.5%ま
で抑えられた。
　以上のことから，イチゴ果実のうどんこ病防除
には，気門封鎖系薬剤（脂肪酸グリセリド乳剤）
を５～７日間隔で連続散布することが有効と考え
られた。さらに，この防除体系では，ハダニ類に
対しての効果も高かったため，総合防除体系とし
ても有効であると考えられた。

乾燥中にトウガラシ ‘香川本鷹’ の莢を腐敗させる数種糸状菌の同定と腐敗防止対策

楠　幹生・佐藤豊三*
（香川県農業試験場・*農業生物資源研究所）

　香川県丸亀市で栽培されているトウガラシ ‘香
川本鷹’ は大莢であるため乾燥しにくく，2007，
2008年，天日干しの莢が腐敗して問題となった。
莢の基部や害虫の侵入口から赤色があせて白～黄
色に変色し，あるいは，莢の基部が黒変して内部
に黒色粉状のかびが充満するのが特徴であった。
そこで，腐敗した莢から分離した菌を同定し，そ
の病原性を確認するとともに，腐敗対策として乾
熱処理の効果を検討した。
　白～黄色に変色していた莢から３種と黒色胞子
形成菌の合計４種の糸状菌が分離された。それら
の形態的特徴から，莢を白～黄色に変色させてい
た２種はAlternaria alternata （Fries） Keisslerおよ
びFusarium sp.であり，黒色の胞子を形成する菌
はAspergillus niger van Tieghemと同定した。次
に，４種の分離菌株を有傷および無傷の莢に接種
し，20，25および30℃の湿室に７日間保ち，病徴の

再現を試みた。その結果，付傷莢およびがくを除
去した莢の基部に接種した場合，25および30℃区
ではすべての菌種により，20℃区ではAlternaria 
alternataおよび未同定菌株により原病徴が再現さ
れ，発病莢から４菌種とも再分離された。以上よ
り，トウガラシ実腐病の病原にAl. alternataを追
加し，As. nigerによる腐敗を黒かび腐敗病と提案
したい。
　腐敗対策として45，50，55および100℃の乾熱
処理を0.5～96時間行い，腐敗状況を調査した。
45℃では96時間処理しても一部腐敗したが，50お
よび55℃で48時間以上，100℃で６時間処理する
ことによりほぼ腐敗が防止できた。100℃の６時
間や55℃の48時間以上処理では熱による黒変が生
じることから，‘香川本鷹’ の腐敗対策としては，
50℃で48時間程度予備乾燥することが有効である
ことが明らかとなった。
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　小型ポット（商品名：アイポット）を利用した
イチゴ棚式育苗システム（伏原ら，1992）で使用
する育苗パネルを水平方向から30°傾斜させ，上
部からパネル上を掛け流し潅水することで炭疽病
の蔓延を防止できることを既に報告している（奈
尾ら，2008）。今回は本システムの実用化を目的
にパネルに配置したポットへの均一給水を指標に
して潅水法を適正化した。最初にポットへ落ち綿

（200 g/m２）または脱脂綿を10×15 cmに裁断し，
ポット端部分から培土に挿し込んだ場合，落ち綿
の給水精度が優れた。次に潅水器具を（ⅰ）潅水
チューブ片側散水型，（ⅱ）同両側散水型，（ⅲ）
有孔に加工した塩化ビニル製パイプの３種で比較
したところ，（ⅲ）の潅水器具の給水精度が優れ

た。塩化ビニル製パイプの出水孔は径0.9 mmで
十分潅水され，排水量は毎分約600 ml（縦８列×
横６列＝48ポット分の水量）となっていた。これ
らの有効資材を組み合わせ，2009年８月13日か
ら品種 ‘さちのか’ を用いて①傾斜育苗パネル区，
②傾斜育苗パネル＋薬剤散布（プロピネブ顆粒水
和剤500倍希釈液１回散布）区，③頭上潅水区（対
照）に対し，８月15日にイチゴ炭疽病菌の発病株
をそれぞれ配置したところ，本病の発病株率は発
病株配置42日後には①が10.8％，②が5.4％，③が
87.1％となった。以上のことから，傾斜育苗パネ
ルにおける本病の蔓延防止効果を追認するととも
に本装置と薬剤散布を併用することで，防除効果
はさらに高まることを確認した。

新高ナシ汚れ果症の発生要因と発生抑制

山崎睦子・矢野和孝・日浦直之*・田中誠介*・西本年伸*・森田泰彰・竹内繁治**
（高知農技セ・*同果試・**高知県環境農業推進課）

　高知県では，新高ナシで果実表面が黒く変色す
る汚れ果症が発生している。これまでに県内発生
果実から分離した糸状菌を果実小袋と同時に接種
した場合に変色を生じるが，小袋だけでも果実表
面に多湿条件で密着させた場合に変色を生じるこ
とも明らかになった。そこで，分離糸状菌単独の
接種試験を行うとともに，果実用袋や薬剤による
発生抑制効果について試験を行った。
　分離糸状菌の病原性を調べるため，単胞子分
離した４種類の糸状菌Alternaria sp.（06-01-A），
Phomopsis sp. （06-08-P），Colletotrichum sp. 

（06-11-Co） ，Cladosporium sp. （05-32-C）を滅菌
済みガーゼ小片上で培養して，表面殺菌したナ
シの収穫果実の表面に貼付した結果，貼付部に
Alternaria sp.では強い変色.，Colletotrichum sp.で
はやや強い変色を生じたが，他の菌株では変色し

なかった。次に，果実用袋による汚れ果症の発生
抑制効果を調べるため，慣行小袋またはK社製小
袋でナシ幼果を被覆し，収穫時の発生果率，発生
程度を調査すると，K社製小袋で明らかな抑制効
果が認められた。また，薬剤による汚れ果症の発
生抑制効果を調べるため，小袋被覆直前に9種類
の殺菌剤を散布したが，効果の高い薬剤は認めら
れなかった。さらに，アゾキシストロビン水和剤
1,000倍，ホセチル水和剤800倍，チオファネート
メチル水和剤1,000倍を小袋被覆直前（５月26日），
大袋被覆直前（６月16日），若しくは小袋が裂け
る頃（８月３日）の１回散布区，または，全ての
時期の計３回散布区を設け，収穫時の発生果率，
発生程度を調査したが，いずれも汚れ果症の発生
抑制効果は認められなかった。

イチゴの傾斜育苗パネルにおける潅水法と炭疽病に対する防除効果

奈尾雅浩・河野　靖・楠元智子
（愛媛農林水研）
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ナス黒点根腐病の発病温度とナス台木品種および数種植物に対する寄生性

矢野和孝・森田泰彰
（高知農技セ）

　2006年６月，高知県高岡郡津野町において，雨
よけ栽培のナスに黄化，萎凋，枯死する症状が発
生した。症状株の根の一部は褐変し，表面に多数
の小黒点が観察されたことから，1973年に岸・岩
田が報告したColletotrichum coccodesによるナス黒
点根腐病と診断された。本病はナスの他，トマ
ト，トウガラシ，ジャガイモにも同様に発生する
ことが報告されているが，詳しい生態や防除方法
については報告がないことから，発病温度とナス
台木品種および数種植物に対する寄生性について
検討した。
　単胞子分離して得た供試菌株の分生子懸濁液を
約10５個/mlに調整し，ポット植えのナス台木（品
種：‘台太郎’）に，は播後25日目と32日目の２回
灌注接種した。接種後は各温度に設定した人工気
象器内で管理し，最初の接種30日後に根の褐変

程度を調査した。その結果，いずれの温度でも
地上部の異常は観察されなかったが，20，25，27.5，
30℃では根が褐変し，特に20℃では根量が少なく褐
変程度が高かった。32.5℃では，根の褐変は観察さ
れなかった。また，菌糸生育温度を調査したとこ
ろ，10～35℃で生育したが，５℃および40℃では生
育しなかった。最適温度は25～27.5℃であった。
　次に，数種ナス台木品種および５種類の植物に
浸根接種と灌注接種を併用して接種試験を実施
したところ，‘台太郎’，‘台二郎’，‘ヒラナス’， ‘カ
レヘン’，‘耐病VF’，‘アシスト’，‘ナクロス’，‘茄の
力’および‘ミート’では根の褐変が見られたが，‘ト
ルバム・ビガー’，‘トナシム’，‘トレロ’ および ‘ツ
ノナス’ では見られなかった。また，ナス，ピー
マンおよびシシトウでは根の褐変が見られたが，
トマトおよびジャガイモでは見られなかった。

育苗ハウスでのレタスべと病に対する家庭用除湿機の防除効果

西口真嗣・二井清友
（兵庫県立農林水産技術総合センター淡路農業技術センター）

　近年淡路地域で多発生しているレタスべと病
は，育苗期間中から発生し，その一部が本ぽに持
ち込まれ，発生源となっている。また，レタス幼
苗は薬害が発生しやすく，発芽～子葉展開時の
育苗初期から発生する本病に対して殺菌剤のみで
の防除は困難である。そこで，家庭用除湿機の利
用による防除効果を検討した。育苗用ビニールハ
ウス（間口７m×奥行22.5ｍ）を半分に間仕切り
し，処理区及び無処理区（容積216m３/区）とし
た。処理区には，Ｓ社製家庭用除湿機（最大除湿
量18.0Ｌ/日）を昼夜ともサイドを閉めた状態で，
昼夜運転を行いＤ社製温湿度測定機で温度及び湿
度を測定した。数日ごとに両区を入れ替え，両区
の温湿度条件に違いがないことを確かめた後，試
験を行った。セルトレイ（200穴）育苗した品種‘コ

ンスタント’ の子葉期～本葉第１葉展開期のレタ
ス苗に10６個/mlに調製したレタスべと病菌分生子
懸濁液を噴霧接種し，３週間後に発病株率を調査
した。その結果，家庭用除湿機で最高湿度は約６
～８％低下し，最低気温は0.5℃前後上昇した。一
晩での除湿量は 10Ｌ前後であった。発病株率は，
無処理区79.5％と多発生下の条件での試験であっ
たが処理区は52.0％（防除価34.6）と対照薬剤の
アゾキシストロビン剤（防除価100）と比較する
と十分ではなかったが，発病抑制効果が認められ
た。以上のことから，夜間の最高湿度を下げ結露
時間を短くすることによるレタスべと病の発病軽
減の可能性が示唆された。今後は，日中のサイド
換気との併用など，より防除効果を向上させる手
段との併用を検討する必要があると思われる。
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桃樹伐採後に寄生したカワラタケについて
（１）萌芽阻止と根頭がんしゅ病に対する影響

上田　進
（元　愛媛県農業試験場）

　2005年３月18日，海抜50ｍ前後の松山市祝谷東
町の埋め立て畑に，白桃・あかつきを定植し，07
年より結実するが「ハクビシン」により壊滅的被
害を被る。08年１月21日，桃樹地上10cm余りを
のこして鋸で伐採する。畑の周辺は柑橘類の他各
種果樹が栽培されている。また東100m先には雑
木林があり南向きの傾斜地である。
　08年10月21日，桃切り株に始め点々と白い餅端
を着けたような菌糸が発生し，10月23日小雨があ

り翌24日には淡褐色の環紋を現わした。09年８月
25日桃切り株側面より｢世界きのこ図鑑｣と類似の
症状が認められ，カワラタケ［Coriolus versicolor 

（L. : Fr.） Quel.］と認定した。
　08年４月には桃切り株より萌芽が発生したが，
翌年以降は萌芽は見られなくなった。つぎに，08年
１月桃伐採時に，桃樹根を掘って見ると多数の根
頭がんしゅ病斑がみられた。09年10月９日，桃樹根
は腐朽し，根頭がんしゅ病斑も腐朽がみられた。

Fusarium solani（species）complex-Clade 3によるトルコギキョウ立枯病およびHaematonectria 
ipomoeae［不完全世代Fusarium striatum］によるミヤコグサ根腐病（病原学名変更）

富岡啓介・青木孝之・廣岡裕吏*・竹内香純・埋橋志穂美・澤田宏之・永井利郎・佐藤豊三
（生物研・*USDA-ARS）

　従来，Fusarium solani （Martius） Saccardoの学
名は多くの植物病原に用いられてきたが，これが
１菌種ではなく，複合種Fusarium solani （species） 
complexであることが近年示され （O’ Donnell, 
2000），本種と同定される個々の病原菌は分子系
統学的な位置を示すことが望まれる状況となっ
た．トルコギキョウ立枯病の病原の１つである
Fusarium solaniは分子系統学的に評価されてい
なかった （富岡ら，2002）。今回，本病の根拠と
なった病原菌株MAFF238881が，ペプチド鎖伸長
因子 （translation elongation factor 1a gene: TEF） 
領 域 （AB426618） に 基 づ きF. solani complexの
Clade 3に属することが判明した。本菌に特定の
学名をあてるには同複合種の分類学的整理を待
つ必要がある．他方，ミヤコグサ根腐病の根拠
となった病原菌株MAFF240020は，rDNA ITS 

（+5.8S） 領域がホモタリック種Haematonectria 

ipomoeae （Halsted） Samuels & Nirenberg［不完
全世代Fusarium striatum Sherbakoff］の既知菌株
と相同性が高かったものの完全世代が認められ
ず，次に高い相同性を示し形態培養特性も矛盾し
なかったF. solaniと同定されていた （Takeuchi et 
al., 2007）．今回，その完全世代を認めた。V-8A，
25ºC，BLB下で生じた子嚢殻は赤～濃赤色，先
端に乳頭状孔口を有し表面に瘤状突起がある類球
形，大きさ350‒450 × 230‒390 μm，殻壁幅57‒
87 μmで，KOHと乳酸に対し陽性であった。子
嚢は無色，先端にリング構造がある棍棒形で，子
嚢胞子８個を２列に含む．子嚢胞子は無色，表
面に条線のある紡錘形，１隔壁，大きさ12‒20×
５‒7.5 μm．以上より，本菌株をH. ipomoeae［不
完全世代F. striatum］と再同定し，本同定結果が
TEF領域 （AB426287） からも裏付けられたこと
から，本病の病原学名をこれに変更した。
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【一般講演虫害】

施設キュウリ圃場においてヘヤカブリダニを大量発生させるための
有機質資材の施用場所とミナミキイロアザミウマに対する防除効果

古味一洋
（高知県農業技術センター）

　ヘヤカブリダニ（以下，ヘヤ）はアザミウマ類
に対する捕食能力は高くないものの，薬剤に対す
る耐性が高いこと，圃場内に施用した有機質資材
で大量に発生させやすいなどの利点がある。そこ
で，メロン黄化えそウイルス（MYSV）を媒介す
るうえ薬剤に対する感受性の低下したミナミキイ
ロアザミウマ（以下，ミナミ）対策にヘヤを利用
する技術開発に取り組んでいる。ここでは，有機
質資材を施設キュウリ圃場（定植：5/12）内の異
なる場所に施用し，ヘヤ，ケナガコナダニ（餌ダ
ニ：以下，ケナガ）の発生量とミナミに対する防
除効果について検討した。
　有機質資材の施用場所の異なる５区（マルチな
し：通路，うねの中心，うねの肩，マルチあり：
うねの中心，うねの肩）を設け，5/30，6/6にヘ
ヤ，ケナガを放飼した。対照として有機質資材を
施用しない無放飼区を設けた。有機質資材におけ

るヘヤの発生量はマルチの有無に係わらずうね中
心区で多く，ケナガの発生量はうねの肩（マルチ
あり）区が他区よりも多かった。葉におけるヘヤ
の発生量はうねの肩（マルチあり）区，うね中心

（マルチあり）区，うね中心区で多くなった。ミ
ナミの密度は無放飼区では６月下旬から高まり，
7/10の調査終了時には22.1頭/葉に達したが，ヘ
ヤ，ケナガを放飼した５区はいずれもミナミ密度
が1.7頭/葉以下と低く推移した。以上より，有機
質資材を通路，うねの中心，うねの肩，マルチを
敷いた場合のうねの中心，うねの肩のいずれの場
所に施用した場合でもヘヤが増殖し，ミナに対す
る防除効果が期待できると考えられた。ただし，
有機質資材におけるヘヤの発生量から判断してう
ねの中心部に施用するのが望ましいことが示唆さ
れた。

キュウリ黄化えそ病発生ハウスから拡散した雑草地における
ミナミキイロアザミウマの捕獲数

楠元智子・奈尾雅浩・青井俊雄
（愛媛農林水研）

　本病の露地栽培における初発生には，発生ハウ
スが近いほどその危険度が高いことは既に報告し
た（楠元ら，2008）。しかし，圃場内のミナミキ
イロアザミウマの寄生密度からは，伝染源からの
距離と本病の発生との関係は見出せなかった。そ
こで，本病の発生ハウス周辺の雑草地におけるミ
ナミキイロアザミウマの寄生数と分散状況の把握
を試みた。雑草地のミナミキイロアザミウマを簡
易にモニタリングする手法として， すくい取りと
キュウリ苗によるトラップを組み合わせた。す
くい取りには，正絹の捕虫網直径30cmを使用し

た。すくい取り後，封入した捕虫網と本葉展開前
のキュウリ苗を共に小型ケースに入れ，捕虫網か
らキュウリ苗に移動したアザミウマ数を調査し
た。なお，本手法による捕獲効率を明らかにする
ため，雑草地をすくい取りした後，個体数を計数
したミナミキイロアザミウマを捕虫網へ混入した
ところ，1/5～1/2個体のミナミキイロアザミウマ
がキュウリ苗へ移動したことが確認できた。この
手法を用いて，発生ハウスを起点に600ｍ離れた
距離にある12地点を定点として，2009年５月19日
から７月24日まで約７日間隔で調査を行った。ハ
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ウス栽培終了以前は，50ｍと70ｍの２地点でミナ
ミキイロアザミウマが捕獲されたが，栽培終了後

（キュウリ株元切断とハウス側面開放）には捕獲
地点数が増加し，５ｍ，40m，50m，110ｍ，150
ｍの５地点でミナミキイロアザミウマが捕獲され
た。捕獲されたミナミキイロアザミウマの8／21
頭はMYSVを保毒していたため，発生ハウスか

ら拡散した個体と判断した。また，200m～600m
までの５地点では，ミナミキイロアザミウマは捕
獲されなかった。このことから，ミナミキイロア
ザミウマは，比較的ハウスに近い雑草地へ飛び出
し，一定の距離まで速やかに拡散していくものと
推察した。

施設栽培アスパラガスのネギアザミウマに対する光乱反射シートと衝立式
ネットの組み合わせによる侵入防止効果について

十川和士・森田知子・白井英清*・鐘江保忠**・藤村俊夫**
（香川県農業試験場・*香川県東讃農業改良普及センター・**香川県農業試験場病害虫防除所）

　香川県では，アスパラガス施設栽培でネギアザ
ミウマの侵入防止のために，１㎜目合いネットの
被覆や光乱反射シートの敷設を指導しているが，
夏季に高温になりやすいことや単独では効果が安
定しないことから普及が進んでいない。
　そこで現地アスパラガス栽培ハウスで，開口
部の外周に50㎝～１mの幅で光乱反射シートを敷
設し，ハウスから１m離して衝立状に１㎜目合い
ネットを展帳（光乱反射シート併用衝立式ネット）
して，高温対策を行うとともにネギアザミウマの
侵入抑制効果の検討をした。
　光乱反射シート併用衝立式ネットの設置は，１

mm目合いネットを直接開口部に被覆したハウス
と比較して，７～８月の日平均気温を0.6度低く
抑えることができた。次に，ハウスの内側と外側
に青色粘着トラップを設置してネギアザミウマの
ハウス内への飛び込みを調査したところ，５月下
旬から６月下旬まで約１ヵ月間侵入を抑制し，侵
入割合を１割以下に抑えることができた。
　５～６月の飛び込みが多い期間にネギアザミウ
マの侵入を抑えることができ，光乱反射シート併
用衝立式ネットの設置はネギアザミウマに対する
有効な侵入防止対策であると考えられた。

アスパラガス栽培ハウスにおける不織布被覆によるネギアザミウマの
侵入抑制効果と高温対策

森田知子，十川和士
（香川県農業試験場）

　アスパラガスのネギアザミウマの防除につて
は，ネット資材などの様々な物理的防除資材が検
討されている。しかし，現地では夏期の高温や資
材費が高いことからあまり導入が進んでいない。
そこで，資材が安価でネギアザミウマの発生が少
ない夏期には取り外しが容易な資材と考えられる
不織布について，ネギアザミウマの侵入抑制効果
とハウス内温度について検討した。
　ハウス両サイドの開口部を不織布で被覆した張

り方と，開口部の上部はビニペットで固定し下部
はハウスサイドから60㎝離した地際で固定した張
り方について，ハウス内外に設置した青色粘着ト
ラップへの捕獲虫数を慣行の１mm目合いネット
被覆と比較したところ，不織布による両被覆とも
対照の１mm目合いネットよりハウス内への侵入
割合が５割程度少なく侵入抑制効果が認められた
が，ハウス内温度は１mm目合いネット被覆より
日平均で2℃程度高くなった。そこで，両サイド
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を不織布で被覆した状態でツマ面のビニールを外
し，上部は４mm目合いネット，下部は不織布で
被覆してツマ面換気を行ったところ，ハウス内へ

の侵入割合は１mm目合いネット被覆より３割程
度少なく，ハウス内温度は１mm目合いネットと
同等となった。

ヒラズハナアザミウマによるシシトウの被害解析

広瀬拓也・下八川裕司*・坂田美佳**・野中美恵**
（高知県農業技術センター・*現　幡多農業振興センター・**中央東農業振興センター）

　雨よけを含む高知県の施設シシトウ栽培ではタ
イリクヒメハナカメムシの利用を中心としたIPM
技術が普及しているが，タイリクヒメハナカメム
シ定着までのヒラズハナアザミウマによる果実被
害が問題となっている。しかし，ヒラズハナアザ
ミウマの発生量と果実被害の関係については明ら
かにされておらず，現地では薬剤防除の要否判断
に苦慮している。そこで，南国市のタイリクヒメ
ハナカメムシを導入した促成栽培２圃場におい
て，おおむね１週間ごとに100花に寄生する成虫
数を計数するとともに，収穫期の果実100個につ
いて被害程度を0（無被害），1（ヘタ部にわずか
に被害が見られるもの），2（ヘタ部の半分以上あ
るいは果面に被害が見られるもの）の３段階に分
けて調査し，ヒラズハナアザミウマの発生量と果
実被害との関係について検討した。

　２圃場いずれにおいてもヒラズハナアザミウマ
の成虫数は11月に急増し，ピーク時には約10頭／
花に達した。その後，タイリクヒメハナカメムシ
の増加に伴い密度は低下し，12月以降ほとんど
発生が見られなくなった。被害果の発生は成虫
の発生から１～２週間程度遅れてピークに達し，
被害果率は12月中旬まで10％以上で推移した。
出荷上問題となる被害程度２の被害果率のアー
クサイン変換値をY，収穫10～14日前の成虫数
をXとすると，両者の間にはY=0.0375X+0.0152

（R２=0.8293）の関係が認められ，被害果率10％
を被害許容水準とした場合，このときの成虫数は
8.2頭／花と算出された。以上の結果から，施設
栽培シシトウではヒラズハナアザミウマの成虫数
が約８頭／花以上になる前に防除対策を取る必要
があると考えられる。

西南暖地カンキツ園における農業に有用な生物多様性指標候補生物の選抜

崎山進二・金崎秀司・宮下裕司・窪田聖一*
（愛媛果樹研・*愛媛防除所）

　愛媛県西予市明浜町の環境保全型農業に取り組
んでいるカンキツ園（準有機栽培園：化学合成農
薬を病害虫の発生程度に併せて０～２成分程度使
用する園，減農薬栽培園：同農薬の使用が愛媛県
標準の1/2程度）と同地区の慣行栽培園（同農薬
の使用が18成分程度）において，黄色粘着トラッ
プやピットフォールトラップ，払い落とし，見取
り等の調査を行い，園地内で確認される土着天敵
等の生物構成を比較検討した。その結果，カンキ
ツ園ではクモやヤスデ等の生物種の他，13目，70
科以上の昆虫類が確認された。

　調査結果から，使用化学農薬成分数の少ない園
で多い生物種は，見取り調査では樹上に造網する
クモ類（慣行栽培園：減農薬栽培園：準有機栽
培園の総捕獲数＝70：251：625　以下同），ピット
フォールトラップでは地上を徘徊するクモ類（69：
110：286），オサムシ類（36：43：54）ツチカメムシ
類（０：４：５），払い落とし調査ではカブリダニ
類（１：４：23）やナガヒシダニ類（１：２：５）であっ
た。また，総捕獲数が減農薬栽培園と準有機栽培
園とでは逆転しているものの，両者とも慣行栽培
園より多くなる生物種として，黄色粘着トラップ
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のキアシクロヒメテントウを除くテントウムシ類
（２：13：７），ピットフォールトラップのハネカク
シ類（11：63：29），シデムシ類（０：281：50）があっ
た。前記の生物種の捕獲傾向は，大体において昨

年の調査と同じであることから，これらの生物種
が，西南暖地カンキツ園における農業に有用な生
物多様性の指標となる候補生物と考えられた。

徳島県のハウスカンキツに発生したスグリゾウムシの被害と薬剤感受性

兼田武典・中西友章
（徳島県立農林水産総合技術支援センター果樹研究所）

　スグリゾウムシ（Callirhopalus bifasciatus Roelofs）
はカンキツ，フサスグリをはじめとする多くの植
物を加害する広食性の甲虫である。カンキツにお
ける発生事例は露地ではしばしば認められるもの
の，施設での報告はない。2009年５月，徳島県小
松島市の無加温ハウススダチ園（以下A園）およ
び阿南市の加温ハウス不知火園でスグリゾウムシ
の被害が見られた。今後の防除対策に資するため，
被害実態および薬剤感受性の把握を試みた。
  両園ハウス内にて，調査樹を偏りなく選定し，
各調査樹の赤道面の新梢についてスグリゾウムシ
による被害の有無および寄生個体数を調査した。
　一方で，A園より採集したスグリゾウムシ成虫

をプラスチックの飼育容器に10頭放飼し，所定濃
度の供試薬剤を容器内部にハンドスプレーにより
１噴き（0.75ml）散布し，その後の生存個体数を
調査した。
　両園とも，新葉（若干硬化が進展したものにつ
いても）に被害が集中し，全てあるいはほとんど
の調査樹で被害及び寄生が認められた。
　有機リン系殺虫剤（DMTP乳剤）は卓効を示し，
散布後１日で全て死亡した。ピレスロイド系殺虫
剤では，フェンプロパトリン乳剤は高い殺虫効果
を示し，ペルメトリン乳剤はほとんど効果が認め
られなかった。他剤については効果は認められる
もののその程度はやや低いものが多かった。

キウイフルーツを加害するスカシバガの発生生態

窪田聖一・黒田　剛・中　秀司*・足立　康**・安藤　哲**・金﨑秀司***
（愛媛防除所・*鳥取大農・**東京農工大BASE・***愛媛果樹研）

　キウイフルーツの新梢を加害するチョウ目幼虫
が，愛媛県愛南町で初めて確認され，幼虫，蛹殻
の形態から，スカシバガ科の１種であると推測さ
れた。2004年に福岡県では，キクビスカシバによ
るキウイフルーツの加害が報告されており，同種
の可能性が高いことから，各発育態の発生経過と
キクビスカシバ性フェロモントラップによる成虫
の発生消長について，愛南町において調査した。
　５月下旬には，新梢（１年生枝）から虫糞の排
出が見られ，枝の髄部には中齢幼虫の食入が認め
られた。食入部位に着生した葉は枯死する場合が
多いが，食入された新梢は伸長や葉色が悪くなる
程度で，新梢全体が枯死する場合は少ない。幼虫

は，成長するに従い基部方向に移動しながら食害
し，６月には直径３～４cm程度の枝に移動して
いるのが認められた。また，幼虫は環状剥皮した
ように，枝の表皮下を一周するように食害する場
合がみられた。
　羽化時には，蛹殻が半分程度表面に出た状態で
残る。蛹殻が見られた枝部位の直径は２～９cm
で，そのうち２～５cmのものが多かった。
　卵は葉柄基部，枝分岐部，果梗枝基部等に産卵
され，特に葉柄基部に産卵される場合が多かっ
た。１カ所あたりの卵数は１～５卵で，そのうち
１卵の場合が６割程度を占めた。
　キクビスカシバ性フェロモントラップによる成
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カンキツのユキヤナギアブラムシに対する各種薬剤の防除効果

金﨑秀司・﨑山進二・宮下裕司・窪田聖一*・黒田　剛*
（愛媛果樹研・*愛媛防除所）

　2006年前後から，愛媛県内の一部カンキツ主産
地において，春枝伸長期のアブラムシ類に対する
ネオニコチノイド系殺虫剤（以下ネオニコ剤）の
効果不足の声が上がっている。そこで，演者ら
は，2009年の６，９月に，カンキツ園において発
生したユキヤナギアブラムシに対し，主要なアブ
ラムシ類対象剤（ネオニコ剤５剤と他８剤の計13
剤）を散布し，その効果を検討した。併せて，散
布後に有翅虫を接種する方法で，同薬剤の残効性
も検討した。
　その結果，６，９月の両試験とも，多発条件下

（無処理区密度が散布前に対し，散布７日前後で
約５～８倍に増加）ではあったが，散布７日後の
ネオニコ剤５剤の補正密度指数は，いずれもほぼ

10以下と，防除効果はおしなべて高かった。ま
た，残効性試験においても，ネオニコ剤５剤の散
布３日後接種区での寄生幼虫数が，いずれも２頭
以下（対無処理比1.4以下）と高い効果であった。
特に，アセタミプリド散布区では，散布７日後接
種でも寄生幼虫数が10頭（対無処理比11.8）と，
最も残効が認められた。
　今回の結果は，1990年代後半の日本植物防疫協
会委託試験での新規登録時や2000年以降の対照剤
として利用した時の数値と変化はなく，現場の声
とは異なる結果となった。今後の課題として，薬
剤散布方法の検討，年次別データの蓄積及びワタ
アブラムシでの同試験の実施が必要と考えられ
た。

虫の誘殺は，９月上旬～10月中旬にかけて認めら
れ，９月下旬から10月上旬がピークであった。な

お，９月30日15：30頃には，多数の成虫がトラッ
プ周辺を飛翔しているのが観察された。

遺伝的に飛ばないナミテントウを利用したトンネル栽培洋ニンジンの
アブラムシ防除

須見綾仁・中野昭雄*
（徳島県農林水産総合技術支援センター農業研究所・*徳島県農林水産総合技術支援センター企画研究科）

　徳島県の洋ニンジン栽培では，３月以降にモモ
アカアブラムシが発生し，現場で対応に追われて
いる。本種は洋ニンジンでの登録農薬が少なく，
薬剤抵抗性が発達しやすい難防除害虫である。ま
たトンネル栽培では，薬剤散布の作業性が悪く生
産者の負担となっている。
　演者らは2008年３月，洋ニンジンのトンネル栽
培を行っている生産者の圃場で，天敵によるアブ
ラムシ防除の可能性を探った。使用した天敵はギ
フアブラバチとナミテントウで，前者はオオムギ
とムギクビレアブラムシを利用したバンカー法に
よる放飼，後者は物理的に飛翔能力を欠くナミテ
ントウ生物農薬（以下，ナミトップ）を放飼した。

その結果，両者ともモモアカアブラムシに対して
実用的なレベルの密度抑制効果は認められなかっ
た。
　そこで，近畿中国四国農業研究センターで作出
された遺伝的に飛翔能力を欠くナミテントウ系統

（以下，飛ばテン）を利用して，本種の防除を試
みた。飛ばテンは既存のナミテントウ生物農薬と
比較して作物上への定着性に優れ，大型天敵の高
い捕食量と持続的な密度抑制効果の両立が期待さ
れた。
　2009年３月，同圃場にて飛ばテンとナミトップ
によるモモアカアブラムシの防除効果を比較し
た。これまでに得られたデータでは，トンネル栽
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香川県におけるミナミアオカメムシの薬剤感受性

香西　宏・松本英治・青木英子
（香川農試病害虫防除所）

　2008年９月に本県での初発生が確認されたミナ
ミアオカメムシについて，発生拡大の状況と成虫
及び３齢幼虫に対する薬剤感受性を調査した。
　発生状況については，７～10月に雑草や出穂期
の水稲において，すくい取り調査を行った。早短
期水稲の出穂期までは，発生地域が概ね県東部と
西部に留まっていたが，その後，発生地域が著し
く拡大し，普通期水稲の出穂期には概ね県全域で
発生していた。
　薬剤感受性については，食餌浸漬法と虫体浸漬
法によってＭＥＰ乳剤など９薬剤の殺虫効果を調
査した。食餌浸漬法での成虫の処理１日後の死亡
率が高かったのは，ＭＥＰ乳剤，シペルメトリン
乳剤及びエトフェンプロクス乳剤であった。処理
３日後では，エチプロール・シラフルオフェン水
和剤など４薬剤の死亡率も高く，前述の３薬剤を

含めた７薬剤については，感受性が高いと考えら
れた。一方，マラソン乳剤とシラフルオフェン乳
剤は，処理５日後でも死亡率が低かった。幼虫の
処理５日後の死亡率は，シラフルオフェン水和剤
を除く８薬剤が高かった。虫体浸漬法では，成虫
の処理２日後の死亡率がＭＥＰ乳剤など７薬剤で
高く，食餌浸漬法と同様の結果となった。幼虫の
処理２日後の死亡率は，マラソン乳剤を除く８薬
剤が高かった。次に，エトフェンプロックス乳剤
の1,000倍と2,000倍について，前述と同様の方法
で再検討したところ，成虫の処理１日後の死亡率
は両濃度ともに高く，同剤に対する感受性は高い
と考えられた。さらに，小規模な放飼試験によ
り，エトフェンプロックス乳剤とジノテフラン水
溶剤の防除効果を検討したのであわせて報告す
る。

培洋ニンジンに寄生するモモアカアブラムシに対
して，飛ばテンはナミトップと比較して優れた密

度抑制効果を発揮した。また，作物上への高い定
着性を示すことも明らかになった。
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１　新病害虫の発生
ズッキーニ・カボチャモザイクウイルス（WMV-2）
に起因するカボチャモザイク病
キク・キク茎えそ病（Chrysanthemum stem necrosis 
 virus ：CSNV）

２　普通作物
［水稲］
いもち病
　　早期作では，葉いもちは６月中旬頃から発生

が認められたが，発生面積，発生量ともに平年
より少なめで推移した。穂いもちは７月下旬頃
から発生が認められた。発生面積は平年より少
なめで，発病穂率もやや低かった。

　　普通期作では，葉いもちは７月中旬頃から発
生が見られ始め，ほぼ平年並の発生で推移し
た。穂いもちは８月上旬頃から発生が認められ
た。発生圃場はやや多かったものの，発病穂率
はやや低かった。
紋枯病
　　早期作では，７月下旬頃から発生が認めら

れ，その後漸増し，発生面積，発生量ともに概
ね平年並となった。

　　普通期作では，７月下旬頃から発生が認めら
れた。一部に多発生圃場もあったが，発生面
積，発病株率ともに概ね平年並～やや少なめで
推移した。
黄化萎縮病
　　発生は極一部にとどまった。
セジロウンカ
　　早期作では，６月下旬頃から発生が見られ始

めたが，その後は概ね横這いで推移した。発生
面積は平年並であったが，生息虫数はやや少な
めであった。

　　普通期作では，６月下旬頃から発生が見られ
始めたが，その後は概ね横這いで推移した。発
生面積，生息虫数ともに概ね平年並であった。

トビイロウンカ
　　７月下旬頃に極一部の圃場で見受けられたも

のの，全般に発生は少なかった。
斑点米カメムシ類
　　早期作では，６月下旬の水田周辺雑草地にお

ける生息密度はほぼ平年並であった。出穂後の
本田における生息虫数は，一部に激発圃場も見
られたものの，ほぼ平年並であった。

　　普通期作では，７月中旬から下旬にかけての
水田周辺雑草地における生息密度は，平年より
やや低かった。出穂後の本田における発生面
積，生息密度ともにほぼ平年並であった。
コブノメイガ
　　早期作では，発生は殆ど見られなかった。
　　普通期作では，８月下旬以降から発生が見ら

れたが，被害程度は低かった。

［果樹］
果樹共通・カメムシ類
　　前年夏～秋期における予察灯への果樹カメム

シ類の誘殺数は，平年より多めで推移した。
　　１月に実施した果樹カメムシ類の調査（11地

点×２ヶ所調査）では２地点で越冬を確認，越
冬成虫数は 0.23頭／㎡であった。　

　　予察灯調査においては，上板町では平年（４
月27日）より早い４月13日に，勝浦町では平年

（４月25日）並の４月26日に初誘殺を確認した。
誘殺虫数は５月にやや増加傾向にあったもの
の，概ね少なめで推移した。

　　梨，柿等で圃場への飛来を認めたものの，被
害果の発生は少なかった。
かんきつ・そうか病
　　８月中旬頃に一部の圃場において発生が見ら

れた。
かんきつ・黒点病
　　発生は殆ど見られなかった。
かんきつ・かいよう病
　　５月上旬から７月中旬にかけて発生が認めら

平成21年度の病害虫発生の特徴とその対策並びに防除上の問題点

徳　　島　　県
（徳島県病害虫防除所　青木一彦）
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れた。発生面積はやや多かったが，発病度は概
ね平年並で推移した。

　　９月以降の発生は少なめで推移した。
かんきつ・ミカンハダニ
　　５月上旬以降発生が見受けられた。発生面積

は９月までは平年並～やや多めであったがﾞ，
10月以降は漸減した。，寄生葉率は５月には高
かったものの，その後は漸減し，平年並～やや
少なめの発生で推移した。
なし・黒星病
　　５月中旬頃から発生が見られた。発生面積，

発生量ともに平年よりやや多めであった。
なし・赤星病
　　例年よりもかなり遅い５月下旬頃以降から発

生が見られ始めた。発生面積，発生量はほぼ平
年並であった。
なし・うどんこ病
　　７月中旬頃から発生が見られ始め，発生面

積，発生量ともにほぼ平年並で推移した。
なし・ナシヒメシンクイ
　　発生は殆ど見られなかった。
なし・ハダニ類
　　８月上旬から９月中旬にかけて発生が認めら

れた。発生面積，発生量ともにほぼ平年並で推
移した。
なし・アブラムシ類
　　５月上旬から６月中旬にかけて発生が認めら

れた。発生面積，発生量ともにほぼ平年並で推
移した。

かき・落葉病類
　円星落葉病は，９月下旬頃に発生が見られた。

発生面積はやや少なかったが，発病葉率はやや
高かった。

　角斑落葉病は，７月下旬頃から発生が見られ始
め，以後漸増した。発生面積，発病葉率ともに
ほぼ平年並で推移した。

［野菜］
夏秋ナス・うどんこ病
　　６月下旬頃から発生が見られ始め，以後漸増

した。発生面積はやや多かったが，発病葉率は
概ね平年並で推移した。
夏秋ナス・ハスモンヨトウ
　　７月下旬頃に一部の圃場において発生が確認

された。
秋冬ネギ・ネギアザミウマ
　　７月下旬頃から発生が見られた。当初の発生

面積は多かったが，その後は漸減し，10月下旬
頃まで発生面積，葉の被害度ともにほぼ平年並
で推移した。
秋冬ネギ・ネギハモグリバエ
　　７月下旬頃から広範に発生が認められた。当

初の発生量は少なめであったが，その後漸増
し，やや多めの発生となり，11月頃まで殆どの
圃場において発生が見られた。
秋冬ネギ・シロイチモジヨトウ
　　９月上旬頃から発生が見られ始めた。発生面

積，発生量ともにほぼ平年並で推移した。
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平成21年度　主要病害虫発生状況（徳島県）

作物名・作付け面積（ha）
病害虫名

発生面積
　　（ha）

摘　要 作物名・作付け面積（ha）
病害虫名

発生面積
　　（ha）

摘　要

早期水稲（5,330）
　葉いもち
　穂いもち
　紋枯病
　黄化萎縮病
　稲こうじ病
　ﾆｶﾒｲｶﾞ
　ｾｼﾞﾛｳﾝｶ
　ﾄﾋﾞｲﾛｳﾝｶ
　ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ
　ｲﾈｸﾛｶﾒﾑｼ
　斑点米ｶﾒﾑｼ類
　ｺﾌﾞﾉﾒｲｶﾞ
　ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ
　ｲﾁﾓﾝｼﾞｾｾﾘ
普通期水稲（8,410）
　葉いもち
　穂いもち
　紋枯病
　稲こうじ病
　ﾆｶﾒｲｶﾞ
　ｾｼﾞﾛｳﾝｶ
　ﾄﾋﾞｲﾛｳﾝｶ
　ﾂﾏｸﾞﾛﾖｺﾊﾞｲ
　ｲﾈｸﾛｶﾒﾑｼ
　斑点米ｶﾒﾑｼ類
　ｺﾌﾞﾉﾒｲｶﾞ
　ｲﾈﾐｽﾞｿﾞｳﾑｼ
　ｲﾁﾓﾝｼﾞｾｾﾘ
サツマイモ（1,210）
　食葉性害虫
　イモキバガ
　ﾊﾀﾞﾆ類
カンキツ（2,034）
　そうか病
　かいよう病
　ｱﾌﾞﾗﾑｼ類
　ﾐｶﾝﾊﾀﾞﾆ
　ﾐｶﾝｻﾋﾞﾀﾞﾆ

280
561

1,402
10
10

280
3,366
280

3,646
1,683
2,802

10
1,122
560

2,803
2,803
5,046
280

1,401
5,606
400

5,326
280

2,523
1,401
840

2,243

1,149
805
805

203
1,424
1,010
1,420
810

やや少
やや少

並
並
並
並

やや少
並
並

やや多
やや多

少
少

やや多

やや少
並
並
並
並
並
並
並
並
並
並
並
並

やや多
並

やや多

並
並
並

やや多
やや多

ナシ（239）
　黒星病
　赤星病
　うどんこ病
　輪紋病
　ｶﾒﾑｼ類
　ﾅｼﾋﾒｼﾝｸｲ
　ﾊﾀﾞﾆ類
　ｱﾌﾞﾗﾑｼ類
カキ（275）
　炭そ病
　うどんこ病
　角斑落葉病
　ｶﾒﾑｼ類
冬春トマト（42）
　疫病
　灰色かび病
　ｵﾝｼﾂｺﾅｼﾞﾗﾐ
夏秋ナス（103）
　うどんこ病
　ﾊｽﾓﾝﾖﾄｳ
冬春キュウリ（36）
　べと病
　灰色かび病
　ﾐﾅﾐｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ
夏ネギ（51）
　さび病
　ﾈｷﾞｱｻﾞﾐｳﾏ
冬春ほうれんそう（695）
　べと病
　ｱﾌﾞﾗﾑｼ類
冬春イチゴ（97）
　うどんこ病
　ｱﾌﾞﾗﾑｼ類
　ﾊﾀﾞﾆ類

170
170
238
10
34
24

170
170

55
220
165
55

8
2
8

93
10

30
2

10

2
17

10
174

14
42
56

やや多
並
並
並
並

やや少
並
並

並
並
並
並

並
並
並

やや多
やや少

並
並
並

やや少
並

並
並

並
並

やや多
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１．水稲
（１）いもち病
　早短期水稲では，６月の上旬と下旬に曇天が多
かったものの，降水量は少なく，BLASTAMの
感染好適日の発生頻度は平年よりもやや少なく
なった。７月中旬までの降水量も少なく，葉いも
ちの発生圃場率は平年並からやや低く，穂いもち
は発生圃場率，発生穂率ともにやや低くなった。
　普通期水稲では，７月下旬から８月上旬に台風
９号等の影響で降雨が多く経過し，一部地域で葉
いもちの発生量が急増し，全体としては平年並の
発生となった。出穂期頃の好天により葉いもちの
多発圃場でも穂いもちの多発にはつながらず，平
年並の発生となった。
（２）紋枯病
　早短期水稲では，発生時期はやや早く，７月か
ら８月の発生圃場率，発生株率，発病度は平年並
からやや高く推移した。発病株率と発病度は，圃
場間差が大きかった。
　普通期水稲では，８月前半の発生圃場率と発病
株率は平年並であったが，その後の増加は緩慢
で，９月の発病株率と発病度は低い発生となっ
た。
（３）セジロウンカ
　平年よりもやや遅く，６月下旬に飛来波を認
め，平年並の飛来量であった。７月下旬から８月
上旬は，台風９号等による降水量が多く虫数が顕
著に減少し，やや少の発生となった。
（４）トビイロウンカ
　早短期水稲における８月中旬の払い落とし調査
では，発生を認めなかった。
　普通期水稲における８月下旬の払い落とし調査
では平年並の発生量となったが，その後の増加は
緩慢で，坪枯れの発生は認めなかった。
（５）ヒメトビウンカ
  小麦上での掬い取り虫数はやや少なく，水稲で
の発生圃場率は平年並で，払い落とし虫数がやや
少ない状態が７月前半まで続いた。その後，８月
後半の高温少雨の影響からか，９月にはやや多い
発生となった。

香　　川　　県
（香川県農政水産部農業経営課　　森　充隆）

（６）ツマグロヨコバイ
　６月の予察灯での誘殺数は平年よりもやや多
かったが，７月以降は平年並で推移した。圃場で
の払い落とし虫数は，圃場間差が大きかったが，
夏期を通じて平年並であった。しかし，発生圃場
率の高い状態が継続した。
（７）斑点米カメムシ類
  早短期水稲では，出穂期以前の畦畔及び出穂期
以降の本田での発生量は，大型のカメムシ類がや
や少なく，カスミカメ類がやや多かった。これら
に加え，昨年秋から発生しているミナミアオカメ
ムシが県東部と西部で広範囲に発生した。
　普通期水稲では，出穂期以前の畦畔及び出穂期
以降の本田での発生量は，大型のカメムシ類がや
や少なく，カスミカメ類がやや多かった。ミナミ
アオカメムシが夏から顕著に増加し，ミナミアオ
カメムシを含めると，斑点米カメムシ類の発生圃
場率は高く，虫数は多かった。ミナミアオカメム
シの発生が県下全域に拡大したため，斑点米の発
生量も多くなった。
（８）コブノメイガ
  ６月末に平年と同程度の飛来波があったと推察
された。
　早短期水稲では，発生を認めなかった。
　普通期水稲では，７月の発生圃場率と発生株率
はやや高かったが，７月下旬から８月上旬の産卵
から若齢幼虫期に台風９号等の影響で降水量が多
かったことで，８月以降の発生量は減少し，少な
くなった。
（９）その他病害
  早短期水稲での発生量は，ごま葉枯病，心枯線
虫病が少なく，ばか苗病はやや少なかった。もみ
枯細菌病，稲こうじ病の発生量は平年並で，縞葉
枯病が８月に広範囲で発生し，やや多くなった。
  普通期水稲での発生量は，もみ枯細菌病，心枯
線虫病，稲こうじ病が少なく，ごま葉枯病がやや
少なかった。ばか苗病は平年並で，縞葉枯病が８
月に急増し，発生圃場率，発病株率ともにやや高
くなった。
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（10）その他虫害
　早短期水稲，普通期水稲ともに，ニカメイガ，
イチモンジセセリ，イネゾウムシの発生量は平年
並であった。イネミズゾウムシの早短期水稲での
発生量はやや多かったが，普通期水稲では平年並
であった。

２．カンキツ
（１）そうか病
　被害を認めなかった。
（２） 黒点病
　発生時期はやや遅く，８月以降発生が多くなっ
た。
（３）かいよう病
　ウンシュウミカンでも中晩柑栽培地帯での発生
は，葉率はやや低く，果実では発生を認めなかっ
た。
（４）ヤノネカイガラムシ
　寄生はそれほど認められなかったが，発生園地
がやや多かった。
（５）ミカンハダニ
　葉では，４月から６月に発生が多かったが，７
月以降はやや少なく推移した。果実での発生はや
や少なかった。
（６）ミカンサビダニ
　発生量は認めなかった。
（７）クワゴマダラヒトリ
　越冬幼虫の発生時期は平年並であった。発生量
はやや少なかった。
（８）ミカンハモグリガ
　初発時期はやや早く，５月，６月の発生量は多
かった。７月以降は平年並になった。
（９）アブラムシ類
　初発時期は平年並で，４月の発生量は多かった
が，５月以降，平年並からやや少なく推移した。

３．モモ
（１）せん孔細菌病
　初発時期，発生量ともに平年並であった。
（２）灰星病
　発生はわずかであった。
（３）ナシヒメシンクイ
　心折れ被害の初発時期は５月中旬で平年並で
あった。発生量はやや多かった。

（４）モモハモグリガ
　発生時期はやや遅く，発生量は平年並であっ
た。

４．ブドウ
（１）晩腐病
　露地栽培での発生量は平年並であった。
（２）褐斑病
　露地栽培では発生を認めなかった。
（３）べと病
　初発生は８月中旬と遅く，発生量は平年並で
あった。
（４）灰色かび病
　露地栽培では発生を認めなかった。
（５）フタテンヒメヨコバイ
　露地栽培での初発時期は４月中旬でやや早く，
発生量は８月から９月にやや多かった。
（６）ハマキムシ類
　発生は認められなかった。

５．カキ
（１）炭疽病
　果実での発生は８月から９月に認められた。発
病果率は平年並であった。
（２）うどんこ病
　初発時期は６月中旬でやや遅かった。その後，
７月から９月に発生がやや多くなった。
（３）カキノヘタムシガ
　果実での初発生は７月下旬でやや遅く，発生量
はやや多かった。

６．果樹共通
（１）カメムシ類
　予察灯での初誘殺の時期は平年並で，誘殺数は
やや少なく推移した。
　カキ果実での被害は９月下旬から認められた
が，発生量はやや少なかった。

７．キュウリ
（１）べと病
　春キュウリでの発生時期は例年よりやや遅い６
月から認めたが，発生圃場率，発病葉率ともにや
や少発生で経過した。
　夏キュウリでの発生時期は平年並で，６月で
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あった。発生圃場率は平年並，発病葉率は低く推
移し，発生量はやや少なかった。秋キュウリで
は，発生圃場率がやや高かったが，発病葉率は平
年並で経過し，発生量は平年並となった。
（２）炭疽病
　春キュウリでの発生時期はやや遅く，６月から
発生を認めた。発生圃場率，発葉葉率ともにやや
少発生で経過した。
　夏キュウリでは栽培後期になって発生が増加
し，やや多い発生となった。
　秋キュウリでは初期から圃場率が高かったが，
その後病勢が停滞し，発生圃場が減少したため，
平年並からやや少ない発生となった。
（３）うどんこ病
　春キュウリでは例年より遅く６月になって発生
を認めた。発生圃場率，発病葉率ともにやや少発
生で経過した。
　夏キュウリでは発生を認めなかった。
　秋キュウリでの発生は９月からとなりやや遅
かった。中には多発圃場が認められたが，全般的
には発生圃場率は低く，平年並の発生量となっ
た。
（４）斑点細菌病
　春キュウリでは，６月下旬になって発生を認
め，発病葉率は平年並であった。
　夏キュウリ，秋キュウリでは発生が認められな
かった。
（５）モザイク病
　春キュウリでは５月から発生を認め，以降発生
が増加し，発生圃場率がやや高く，発病株率も高
くなり，多発生となった。
　夏キュウリでは６月に発生を認め，発生時期は
やや早かったが，発病株率はやや低く，以降病勢
の進展がわずかであったため，やや少ない発生量
となった。
　秋キュウリでは多発圃場が発生し，発生量は多
となった。
（６） アブラムシ類
　春キュウリでは定植間もない４月から発生を認
め，発生圃場率がやや高く，虫数は平年並であっ
た。入梅後は減少して，発生量は少なくなった。
　夏キュウリでは７月から発生を認めたが，虫数
がやや少なく，発生量もやや少なかった。
　秋キュウリでは８月から発生を認め，平年並の

発生となった。

８．タマネギ
（１）白色疫病
　３月以降，一部の圃場で発生を認めた。
（２）べと病
　３月から発生を認め，株率が高く，この時期と
しては多発生となったが，その後，発病株率は増
加せず，最終的にはやや少発生となった。
（３）ネギアザミウマ
　冬期から早生栽培で発生を認め，この時点では
発生圃場率が高かったが，虫数がやや少なかっ
た。２～３月にかけて，早生および普通期栽培と
もに虫数の増加を認めたが，比較的緩慢であり，
平年並の発生となった。

９．レタス
（１）灰色かび病
　冬レタスでは９月に発生を認め，平年並の発生
量であったが，12月後半から１月前半の高温によ
り，１月以降も年明けどりで発生が継続し，発病
株率も高くなり，多発生となった。
　春レタスでは生育初期の３月から既に発生を認
めた。その時点では，発生圃場率がやや低かった
ものの，発病株率が高く，その後の発生圃場の増
加に従って，多発生となった。
（２）菌核病
　冬レタスでは９月から発生を認め，年内どりで
は12月から，年明けどりは11月から発生圃場率，
発病株率ともに高く，多発生となった。
　春レタスでは生育初期の３月から既に発生を認
めた。その時点では，発生圃場率がやや低かった
ものの，発病株率が高く，その後の発生圃場の増
加に従って，多発生となった
（３）萎黄病
　冬レタスでは９月から発生を認めたものの，発
生圃場率，発病株率ともに低く推移し，やや少の
発生となった。
　春レタスでは1987年以来発生を認めなかった
が，本年は発生が確認された。
（４）モザイク病
　冬レタスでは９月から発生を認め，やや多の発
生となったが，冬期のえそ輪紋症状の発生量は並
からやや少なく推移した。
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　春レタスでは収穫期になって初発を認めたが，
発生圃場率，発病株率ともにやや低かった。
（５）アブラムシ類
　冬レタスでは10月に発生を認め，発生時期はや
や遅く，発生は継続的に認めた。12月に一時期に

やや増加したものの，平年並～やや少ない発生で
推移した。
　春レタスでは３月から発生を認め，この時点で
は発生株率が低かったが，その後，発生圃場率，
発生株率ともに増加し，やや多発生となった。
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平成21年度主要病害虫発生状況（香川県）

作物名・作付け面積（ha）
病害虫名

発生面積
　　（ha）

摘要 作物名・作付け面積（ha）
病害虫名

 発生面積
　　（ha）

摘要

早短期水稲（6,743）
　葉いもち
　穂いもち
　紋枯病
　ばか苗病
　心枯線虫病
　もみ枯細菌病
　ごま葉枯病
　縞葉枯病
　稲こうじ病
　ニカメイガ
　セジロウンカ
　トビイロウンカ
　ヒメトビウンカ
　ツマグロヨコバイ
　イネゾウムシ
　斑点米カメムシ類
　イチモンジセセリ
　コブノメイガ
　イネミズゾウムシ
普通期水稲（7,516）
　葉いもち
　穂いもち
　紋枯病
　ばか苗病
　心枯線虫病
　もみ枯細菌病
　ごま葉枯病
　縞葉枯病
　稲こうじ病
　ニカメイガ
　セジロウンカ
　トビイロウンカ
　ヒメトビウンカ
　ツマグロヨコバイ
　イネゾウムシ
　斑点米カメムシ類
　イチモンジセセリ
　コブノメイガ
　イネミズゾウムシ
ムギ類（2,125）
　うどんこ病
　赤かび病
　大麦縞萎縮病
　斑葉病
　黒節病
　アブラムシ類
じゃがいも（125）
　疫病

378
378

5,617
0
0

378
0

1,875
748
83

3,749
0

6,743
5,617
843

6,001
378
748

5,482

1,879
1,127
5,261
2,886

0
0
0

2,255
0

128
6,764
1,503
7,516
6,389
1,879
6,764
752

4,885
4,134

0
0

58
0
0

1,148

42

やや少
やや少
やや多
やや少

少
並
少

やや多
並
並

やや少
少

やや多
やや多

並
やや多

並
少

やや多

並
並
並
並
少
少

やや少
やや多

少
並
並
並

やや多
やや多

並
多
並
並
並

並
並
並
少
少
並

並

カンキツ（1,491）
　そうか病
　黒点病
　かいよう病
　ヤノネカイガラムシ
　ミカンハダニ
　ミカンサビダニ
　カメムシ類
　チャノキイロアザミウマ
　ナシマルカイガラムシ
　ロウムシ類
　クワゴマダラヒトリ
　ミカンハモグリガ
　アブラムシ類
なし（36）
　黒斑病
　黒星病
モモ（237）
　黒星病
　せん孔細菌病
　灰星病
　炭疽病
　縮葉病
　ナシヒメシンクイ
　モモシンクイガ
　モモノゴマダラノメイガ
　コスカシバ
　モモハモグリガ
　ハダニ類
　カメムシ類
　アブラムシ類
　カイガラムシ類
ブドウ（226）
　晩腐病
　さび病
　うどんこ病
　褐斑病
　黒とう病
　べと病
　灰色かび病
　ブドウスカシバ
　ブドウトラカミキリ
　フタテンヒメヨコバイ
　チャノキイロアザミウマ
　ハダニ類
　ハマキムシ類
　カイガラムシ類

0
1,192

50
149
746

0
0

50
0

50
0

498
597

0
0

0
237

0
0

53
224

0
0

146
92
66
0

13
13

11
0
0
0
0

43
0
0
0

64
0
0
0
0

並
多

やや少
やや多
やや多

少
やや少

並
少
少

やや少
多
並

少
少

並
並
並
並
並

やや多
並
並
並
並

やや多
やや少
やや多

並

並
少
少
少
並
並
少
並
並

やや多
少
並
並
並
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作物名・作付け面積（ha）
病害虫名

発生面積
　　（ha）

摘要 作物名・作付け面積（ha）
病害虫名

発生面積
　　（ha）

摘要

カキ（231）
　炭疽病
　うどんこ病
　落葉病
　カキノヘタムシガ
　カイガラムシ類
　カメムシ類
　ハマキムシ類
　チャノキイロアザミウマ
　カキクダアザミウマ
冬春キュウリ（34）
　べと病
　炭疽病
　うどんこ病
　斑点細菌病
　モザイク病
　アブラムシ類
　ミナミキイロアザミウマ
夏秋キュウリ（85）
　べと病

　炭疽病

　うどんこ病
　褐斑病
　斑点細菌病
　モザイク病

　アブラムシ類

　ミナミキイロアザミウマ

77
180
65

116
142
52
0
0

13

14
3
3
6

29
26
0

41

71

11
50
0

38

35

44

並
やや多

並
やや多

並
やや少

少
少
少

やや少
やや少
やや少

並
多

多→少
並

夏：やや
少，

秋：並
夏：やや
多， 秋：
並→やや

少
並

やや多
やや少

夏：やや
少， 秋：
やや多

夏：やや
少， 秋：

並
並

タマネギ（240）
　白色疫病
　べと病
　ボトリチス属菌による葉枯れ
　ネギアザミウマ
冬レタス（1,278）
　灰色かび病
　菌核病

　萎黄病
　モザイク病

　アブラムシ類
　ネキリムシ類
　ハスモンヨトウ
春レタス（271）
　灰色かび病
　菌核病
　モザイク病
　アブラムシ類
　ネキリムシ類
　ハスモンヨトウ
きく（45）
　白さび病
　アザミウマ類
　アブラムシ類

12
56
0

214

308
386

122
103

78
52

171

136
158
23

204
0
0

5
1

32

少
やや少
やや少

並

多
やや多～

多
やや少

やや少～
やや多
やや少

並
並

多
多

やや少
やや多

並
並

並
やや少

並

 注）農業試験場病害虫防除所の21年度報告（冬レタスのみ20年度）に基づく。
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愛　　媛　　県
（愛媛県農林水産部農業振興局農産園芸課　　林　哲也）

１　水稲
（１）葉いもち
　早期栽培では，発病程度は低く，全般的に少発
生で推移した。普通期栽培では，７月下旬頃から
発生し，８月上旬頃から増加した圃場もみられた
が，その後の発病進展は抑制された。
（２）穂いもち
　早期栽培，普通期栽培ともに，全般的に発生は
少なかった。普通期栽培で，葉いもちの発生が比
較的多かった圃場で穂いもちの発生がみられた
が，全般的には発生程度は低かった。
（３）紋枯病
　早期栽培では７月中旬から，普通期栽培では８
月上旬から発生した。発病株率は，７月後半で平
年より低く，８月後半でほぼ平年並となり，９月
には平年より高くなった。一部で上位葉鞘へ進展
して発病程度の高い圃場もみられた。
（４）トビイロウンカ
　８月における発生圃場率および寄生虫数は，平
年より高かった（多かった）。８月末～９月上旬
の広域調査における発生圃場率は一部で坪枯れ
発生したH18年及びH17年とほぼ同程度であった
が，寄生虫数は広域に坪枯れ発生したH19年より
少なく，H18年と同程度であった。９月第５半旬
以降に一部で坪枯れの発生がみられた。
（５）コブノメイガ
　早期栽培では７月下旬から被害がみられたが，
全般的に少発生であった。普通期栽培では，７月
下旬から広範囲に被害がみられたが，被害葉率は
平年より低かった。８月下旬及び９月の被害葉率
は平年よりやや高かった。本年は，「後期急増型」
の発生傾向であった。
（６）斑点米カメムシ類
　発生種の主体は，ミナミアオカメムシ，クモヘ
リカメムシ，ホソハリカメムシ，アカスジカスミ
カメであった。アカスジカスミカメは，予察灯で
の誘殺量が平年より多い地点がみられた。早期栽
培では，例年どおり７月から発生がみられたが，
平年並の発生であった。東予・中予の普通期栽培
におけるミナミアオカメムシは，早期水稲の刈取

りが終了した近隣の普通期水稲において発生が目
立ち，また９月中旬以降には全般的に発生が目
立った。
（７）フタオビコヤガ
　東予西部の普通期栽培で，広範囲に発生がみら
れ，一部で発生が目立った。南予の普通期栽培で
は，７月中旬頃から発生がみられ，７月下旬には
増加し，食害がやや目立つ圃場もみられたが，８
月以降はやや停滞傾向で推移し，発生の多かった
前年より少なかった。南予では，平成19年以降，
普通期栽培で増加傾向にある。

２　麦
（１）赤かび病
　子のう胞子飛散が３月第４半旬から見られはじ
め，４月第３半旬には降雨もあり平年より多かっ
たが以外の時期は平年並～少なく経過した。ま
た，麦の出穂期以降，気温の高低はあったもの
の，連続降雨は無かった。その結果，５月上旬の
広域調査において発生は見られなかった。

３　カンキツ
（１）黒点病
　７月中旬まで降水量が平年よりやや少なく推移
していたため発生が少なかったが，７月下旬～８
月上旬に集中的な降雨があり，適期防除が行えな
かった園地では８月以降に被害が増加した。
（２）フジコナカイガラムシ
　春期の気温がやや高めに推移したことから，発
生時期がやや早くなった。第２世代は平年並の発
生時期であった。世代を経過するに従い発生量が
増加し，全体的にはやや多の発生であった。

４　カキ
（１）炭そ病
　昨秋の発病が少なかったことから，越冬病斑は
少なかった。さらに７月下旬～８月上旬を除いて
降水量が少ない傾向であったため，発病には抑制
的となった。９月上旬以降に果実での発病を確認
したが，新梢，果実とも発生は少なく推移した。

－60－



５　果樹共通
（１）カメムシ類
　越冬密度が過去の多発年と比べて同程度高かっ
たため，４月21日付けで病害虫発生予察注意報

（第１号）を発表した。南予地域を中心にチャバ
ネアオカメムシの越冬密度は高かった。予察灯，
フェロモントラップでの調査では，５月上旬，８
月，９月下旬に誘殺数が増加したが，調査地点に
よるバラツキがあった。園地への飛来は多くな
く，被害は局所的であった。

６　トマト
（１）黄化葉巻病
　冬春トマト，夏秋トマトともに全県的に発生が
見られている。異なる作型や住宅地と混在してい
る地域では発生が恒常化しており，特に冬春作で
は被害程度の高い圃場も見られる。発生要因とし
て，発生地域ではウイルスの伝染環が成立してい
るものと考えられる。また，周年栽培や前作での
発病株除去の遅れ，隣接家庭菜園での発生などが
考えられる。発病株の早期除去，媒介虫の防除，
防虫ネットの被覆等で対応。一部で抵抗性品種が
導入されている。

７　キュウリ
（１）黄化えそ病
　冬春きゅうりにおいては，９月から発生がみ
られた。前年に比べると発病進展はやや遅かっ
たが，年内は，平年に比べやや多い傾向で推移
した。抑制栽培と半促成栽培からなる地域におい
ては，半促成が３月から一部圃場で発生がみられ
たが，その後発病進展は緩慢で，平年に比べやや
少なく経過した。夏秋きゅうりにおいては，７月
から発生がみられた。５月上旬定植では，７月に
やや目立つ圃場もみられたが，６月定植，７月定

植，８月定植では，平年に比べやや少なく推移し
た。
（２）退緑黄化病
　平成20年10月に大洲市の施設栽培（抑制）にお
いて県内初確認した。その後の調査で３圃場（計
30a）の発生を確認したが，半促成栽培では確認
されていない。夏秋きゅうりにおいては，７月に
西予市の５月定植圃場で初確認した。また，８月
にも西予市の６月定植圃場で確認した。いずれ
も，発生はスポット的で，数枚の葉で確認された
程度であった。発生要因は不明であるが，媒介虫
であるタバココナジラミの防除で対応した。

８　たまねぎ
（１）白色疫病
　１月後半の広域調査の結果，発生圃場率が平年
に比べて高く，今後の天候も高温多雨が予想され
たため，２月８日付けで病害虫発生予察注意報

（第２号）を発表した。

９　イチゴ
（１）ハダニ類
　10月から発生がみられた。12月と５月に発生量
が増加したが，それ以外は少で経過した。
（２）炭そ病
　H20年の育苗期の発生は，前年に比べ減少した
が，８月下旬の秋雨前線の影響でやや増加した圃
場もみられた。本圃定植後は，９～１月にかけて
萎凋株の発生がみられたが，ほぼ平年並の発生で
あった。

（参考）
　東予：今治市，西条市以東の地域
　中予：松山市ほか，東予，南予以外の地域
　南予：大洲市，内子町以西の地域
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平成21年度主要病害虫発生状況（愛媛県）
作物名・作付面積（ha）
病害虫名

発生面積
（ha） 摘要 作物名・作付面積（ha）

病害虫名
発生面積
（ha） 摘要

水稲（15,700） 　 夏秋トマト（152）
葉いもち 早　期 100 やや少 灰色かび病 15 少

普通期 1,943 並 葉かび病 38 少
穂いもち 早　期 50 やや少 かいよう病 － －

普通期 510 やや少 青枯病 － 並
紋枯病 早　期 1,418 並 オンシツコナジラミ 23 並

普通期 6,482 やや多 タバココナジラミ
（全タイプ） 8 やや多

セジロウンカ 早　期 1,132 並 タバコガ類 23 少
普通期 12,300 やや多 ハモグリバエ類 99 並

トビイロウンカ 普通期 2,516 やや多 黄化葉巻病 －（発生確認後最も多い）
ヒメトビウンカ 早　期 2,550 やや少 冬春ナス（18）

普通期 11,648 やや多 うどんこ病 － 少
ツマグロヨコバイ 早　期 1,414 やや少 すすかび病 － －

普通期 7,122 やや多 オンシツコナジラミ － －

フタオビコヤガ 普通期 5,830 やや多 タバココナジラミ
（全タイプ） － －

コブノメイガ 早　期 568 やや少 ハモグリバエ類 － －
普通期 9,705 並 夏秋ナス（170）

イチモンジセセリ 早　期 1,132 並 うどんこ病 139 多
（第１世代） アブラムシ類 119 少

普通期 1,943 やや多 オンシツコナジラミ － やや多

（第２世代） タバココナジラミ（全タイプ） － やや多
（昨年比）

イネミズゾウムシ 早　期 1,700 並 ハモグリバエ類 85 並
普通期 2,313 並 冬春キュウリ（42）

斑点米カメムシ類 早　期 1,132 並 べと病 － やや少
普通期 5,142 やや多 うどんこ病 － 少

麦（1,677） 黄化えそ病 － 並

うどんこ病 20 少 ミナミキイロアザミ
ウマ － やや少

赤かび病 － 極少 退緑黄化病 0.3（抑制） －
斑葉病 － 少 夏秋キュウリ（216）
裸黒穂病 20 少 べと病 － やや多
大豆（396） モザイク病 － 並

ハスモンヨトウ 280 やや少 黄化えそ病 － やや少
カンキツ（16,325） 褐班病 － 並

そうか病 485 少 退緑黄化病 0.2 －
黒点病 12,642 並 アブラムシ類 － 並
かいよう病 1,054 少 ミナミキイロアザミウマ － 並
ヤノネカイガラムシ 1,580 やや多 ハモグリバエ類 － 並
ミカンハダニ 12,116 並 春キャベツ（107）
ミカンサビダニ 527 やや少 菌核病 － やや多
カメムシ類 3,492 並 コナガ － 少
ミカンハモグリガ 7,902 並 菌核病 4 やや多
アブラムシ類 6,321 並 コナガ 9 少
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作物名・作付面積（ha）
病害虫名

発生面積
（ha） 摘要 作物名・作付面積（ha）

病害虫名
発生面積
（ha） 摘要

フジコナカイガラムシ 3,687 やや多 タマネギ（332）
ゴマダラカミキリムシ 3,951 並 べと病 36 並
カキ（834） ネギアザミウマ 174 やや多

炭疸病 119 少 白色疫病 59 多
うどんこ病 667 並 サトイモ（388）
フジコナカイガラムシ 607 並 アブラムシ類 － 少
カメムシ類 375 並 ハスモンヨトウ － 少
冬春トマト（43） 冬春イチゴ（120）

灰色かび病 － やや少 うどんこ病 － やや多
葉かび病 － 少 アブラムシ類 － 多
アブラムシ類 － 少 ハダニ類 － やや少
オンシツコナジラミ － － 炭疽病 － 並
タバココナジラミ

（全タイプ） － －

黄化葉巻病 －（発生確認後最も多い）

－63－



高　　知　　県
（高知県病害虫防除所　　榎本哲也）

１．水稲
（１）葉いもち
　梅雨明けは例年よりかなり遅かったものの期間
中は降水量がやや少なく，また育苗箱処理剤の防
除効果も高かったため，早期稲，普通期稲とも発
生は少なかった。
（２）穂いもち
　葉いもちの発生が少なかったことや，出穂期以
降の天候も比較的安定していたことにより，両作
期とも発生は少なかった。
（３）紋枯病
　早期稲，普通期稲とも発生は少なかった。
（４）セジロウンカ
　県中央部の予察灯への初飛来は平年並で，県中
西部で８月上旬にまとまった飛来が確認された
が，早期稲地帯の収穫前の飛来であったことや，
それ以外の地域では特に問題となる飛来はなかっ
たことから，ほ場での発生は早期稲では平年並，
普通期稲ではやや少発生であった。
（５）トビイロウンカ
　飛来は遅く，早期稲での発生量も少なく推移し
たが，普通期稲では後半，県東部や西部で発生が
多くなった。ただし，坪枯れ等の被害がでる前に
収穫が終了したことから，実害はほとんどなかっ
た。
（６）斑点米カメムシ類
　早期稲はやや少発生，普通期稲は平年並の発生
であったが，栽培面積に占める割合は高かった。
（７）スクミリンゴガイ
　早期・普通期稲とも発生面積は多かったが，こ
れは暖冬により越冬密度が高かったためと考えら
れた。極端に密度の高いほ場では欠株も確認され
たが，効果のある薬剤が上市され，適期に防除で
きたほ場では被害は少なかった。

２．果樹
１）カンキツ
（１）そうか病
　前年の秋以降，降水量，日照時間ともほぼ平年
並であったが，新葉での発生が少なく，さらに梅

雨期の降水量が少なかったこともあり，病勢の大
きな進展はなかった。温州みかんで９月にやや増
加したものの，全般的には平年より少ない発生と
なった。
（２）黒点病
　５月の新葉での発生は少なく，その後梅雨期の
降水量も少なかったことから果実での発生は少な
かった。その後激しい風雨もなかったが，温州ミ
カンでは平年並まで増加した。
（３）かいよう病
　昨年の発生は少なく越冬量も多くなかったと予
想されるが，本年春は温州みかんで発生が目立っ
た。その後発病果の摘果や激しい風雨もなかった
ことから感染の拡大はなかった。
（４）ミカンハダニ
　防除が遅れて一時的に密度の高くなったほ場も
見られたが，全般的にはほぼ平年並で推移した。
風雨が少なく発生が増加する条件は整っていた
が，効果的なダニ剤もあることから，防除するこ
とで発生が抑えられたと考えられた。
（５）カメムシ類
　春先の花粉飛散量から繁殖源となるスギやヒノ
キの毬果が多かったと思われるが，フェロモント
ラップにおける誘殺数は９月下旬から10月上旬に
かけて増加したものの，ほ場での発生は平年並か
やや少ない発生であった。激しい風雨がなかった
ことや防除も行われたことが，大きな被害がでな
かった要因と思われる。

３．野菜
１）施設キュウリ
（１）黄化えそ病
　栽培初期から発病が見られ発病株率は早くから
平年の２倍と高く，発生面積は３月以降平年を上
回り全般的にはやや多発生であった。発病株の除
去や媒介虫対策として紫外線カットフィルムの導
入，防虫ネットの展張，栽培終了時の蒸し込み等
の対策も行われているものの十分ではなく，さら
に媒介虫の薬剤感受性も低下していることが，平
年を上回る発生の要因と思われる。
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（２）べと病
　定植後の天候は安定していたが，11月以降気温
変動が大きくなり温湿度管理が困難であったもの
の，効果の高い薬剤もあり発生は平年並で推移し
た。
（３）ミナミキイロアザミウマ
　11月までは気温が高めで推移したが，防虫ネッ
トや紫外線カットフィルムなどの防除対策により
年内は平年並の発生で推移した。年明け以降発生
が増加したがその後は減少し，全般的には平年並
の発生となった。感受性の低下もうかがわれるが
防除対策が徹底されていることが，本年の発生推
移の要因と思われる。
（４）タバココナジラミ
　栽培初期から発生が見られたが，ミナミキイロ
アザミウマ対策のための防虫ネットや薬剤防除の
徹底などの防除対策により，発生は平年並であっ
た。
２）施設ナス
（１）すすかび病
　栽培初期から発生が見られ，その後も徐々に増
加してやや多発生で推移した。本病は天敵などの
導入による薬剤散布の減少などでここ数年多発し
ているが，本年は11月の冷え込みにより蒸し込み
ぎみの管理となったことも増加要因と思われる。
（２）灰色かび病
　気象的には発生の多くなる要素もあったが，交
配昆虫の導入により花抜けが良くなったこともあ
り平年並の発生であった。
（３）アブラムシ類
　栽培初期に発生が見られたが，期間を通じて発
生は少なかった。天敵導入による薬剤防除の遅れ
で発生が増加したハウスもあったが，問題となる
レベルではなかった。
（４）ミナミキイロアザミウマ
　栽培初期から発生が見られたが，栽培期間を通
して平年並で推移した。天敵による防除が増加し
ており，十分な定着が認められたほ場では発生が
抑えられたが，薬剤防除主体の栽培では感受性低
下もあり，後半の防除が困難になっている。
（５）ヒラズハナアザミウマ
　ミナミキイロアザミウマと同様の発生推移を示
したが，天敵による防除効果も高いことから後半
は減少傾向であった。

（６）タバココナジラミ
　栽培期間を通じて発生面積は多く，程度は栽培
初期に高かったが後半は平年並にまで下がった。
野外からの飛び込みやハウス内での増殖，天敵利
用の増加による薬剤防除の不足等が増加要因と思
われる。
３）施設ピーマン
（１）うどんこ病
　天敵の導入が増加しており，防除遅れなどで栽
培初期には平年より発生が多かったが，その後は
平年並で推移した。省力的で効果的なくん煙剤に
よる防除が普及し始めたことが，以前ほど発生が
増加しなくなった要因と思われる。
（２）アブラムシ類
　栽培初期から発生が多く，最後まで平年を上回
る発生で推移した。これは天敵の導入に伴い薬剤
防除が減少したことや，本虫に高い防除効果を有
する天敵が少ないことが要因と思われる。
（３）ハダニ類
　栽培前半は発生が見られず，栽培後半になって
平年を上回る発生で推移した。これは天敵の導入
が増え薬剤防除が減少したことと，コナジラミ類
やアザミウマ類主体の防除体系により，ハダニ類
防除が十分でなかったことによると思われる。
（４）ミナミキイロアザミウマ
　タバココナジラミ防除のため，本虫に対する天
敵の導入が遅れたり，導入後の定着不良等もあ
り，全般的に平年に比べてやや多めの発生で推移
した。
（５）タバココナジラミ
　栽培初期から発生が多く，最後まで多発生で推
移した。有効な天敵の上市が遅れたことや初期防
除の遅れ，薬剤感受性の低下等が発生が上昇した
要因と思われる。
４）施設トマト
（１）灰色かび病
　灌水の少ない栽培方法や交配昆虫の導入等発生
低減要因はあるものの，11月の天候不順等から増
加し，その後も平年より多い状態で推移した。果
実被害も多かったが，茎部への感染から枯死する
株も多く見られた。
（２）黄化葉巻病
　平成17年にはほぼ県内全域に広がったこともあ
り，農家の防除意識も高く，媒介虫に対する薬剤
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防除の徹底に加え，防虫ネットや粘着資材等総合
的な防除対策により，全般的に発生は少なかっ
た。
（３）タバココナジラミ
　黄化葉巻病対策のため栽培前から防除対策を徹

底したこともあり，栽培初期こそ平年並であった
がその後減少した。ハウスを開放し始める終期に
は増加したものの，全般的には平年並の発生と
なった。
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平成21年度　主要病害虫発生状況（高知県）

作物名・作付け面積（ha）
病害虫名

発生面積
　　（ha）

摘要 作物名・作付け面積（ha）
病害虫名

発生面積
　　（ha）

摘要

水稲（13,592）
　いもち病（葉いもち）
　いもち病（穂いもち）
　白葉枯病
　紋枯病
　疑似紋枯病
　ごま葉枯病
　ばか苗病
　黄化萎縮病
　稲こうじ病
　ニカメイガ
　ツマグロヨコバイ
　萎縮病
　ヒメトビウンカ
　縞葉枯病
　セジロウンカ
　トビイロウンカ
　コブノメイガ
　フタオビコヤガ
　イネミズゾウムシ
　斑点カメムシ類
　アザミウマ類
　スクミリンゴガイ
カンキツ（1,789）
　そうか病
　黒点病
　かいよう病
　ヤノネカイガラムシ
　ミカンハダニ
　ミカンハモグリガ
　アブラムシ類
　カメムシ類
施設キュウリ（154）
　うどんこ病
　べと病
　灰色かび病
　つる枯病
　黄化えそ病
　ミナミキイロアザミウマ

1,122
374

0
311

0
1,758

3
0

713
80

1,356
0

461
0

2,960
610
529
333

2,537
5,568
2,653
4,307

160
1,001
131
30

1,029
313
685
86

70
108

9
73

114
92

少
少
少

やや少
少
並
多
少
並
少
並
少
並
少
並
多

やや少
やや多
やや少

並
並

やや多

やや少
やや少

少
多
並

やや少
並

やや少

やや少
並
少
多

やや多
並

　タバココナジラミ
　ハスモンヨトウ
　アブラムシ類
　ワタヘリクロノメイガ
施設ナス（351）
　青枯病
　灰色かび病
　すすかび病
　黒枯病
　ハスモンヨトウ
　ミナミキイロアザミウマ
　ヒラズハナアザミウマ
　アブラムシ類
　オンシツコナジラミ
　タバココナジラミ
　ハダニ類
　ホコリダニ類
施設ピーマン（シシトウ含む）（126）
　うどんこ病
　斑点病
　黒枯病
　青枯病
　ハスモンヨトウ
　ミナミキイロアザミウマ
　ヒラズハナアザミウマ
　アブラムシ類
　ハダニ類
　タバココナジラミ
施設トマト（52）
　灰色かび病
　萎凋病
　疫病
　葉かび病
　すすかび病
　黄化葉巻病
　アブラムシ類
　ハスモンヨトウ
　オンシツコナジラミ
　タバココナジラミ

95
21
3

68

37
80

323
155
203
316
268
28
0

332
22
98

67
25
41
2

43
89
97
38
8

113

17
1
4

17
12
23
0

12
0

17

並
少
少
多

少
並

やや多
やや多

並
並
並

やや少
少
多

やや多
多

並
少
多
少

やや少
やや多

並
多
並
多

やや多
少
多
並

やや多
やや少

少
並
少
並
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四 国 地 域 内 刊 行 物 文 献 目 録
（2008年１月～12月）

普通作野菜花き病害虫
中野昭雄：露地コマツナ栽培における防虫ネット

の利用を主体とした減農薬防除体系．徳島農研
報，5：35～44.

米本謙悟・田中昭人・坂口謙二：土壌くん蒸剤の
マルチ畦内消毒における低透過性フィルムを利
用したガス透過抑制とサツマイモ立枯病に対す
る防除効果の向上．徳島農研研報，5：45～51.

中野昭雄：在来寄生蜂チャバラアブラコバチの実
用化をめざして．徳島農研ニュース,109：5～6.

広田恵介：トンネル栽培でのニンジン菌核病の防
除．徳島農研ニュース，110：5～6.

佐藤豊三・森　充隆・森脇丈治・富岡啓介
Colletotrichum capsici （Sydow）E.J.Butler & 
Bisbyによるポインセチア炭疽病（新称）．四国
植防，43：1～6．

鐘江保忠・渡邊丈夫・藤澤春子・青木英子キュウ
リ黄化えそ病既発生地における本病の発生分布
と媒介虫ミナミキイロアザミウマの薬剤感受
性．四国植防，43：56．

米澤晃子（2008）イチゴ炭疽病に対する各薬剤の
効果．豊穣，46：18～19．

楠　幹生（2008）アスパラガスのネギアザミウマ
に対するボタニガードＥＳの効果．豊穣，46：
20～21．

鐘江保忠（2008）キュウリ産地における黄化えそ
病と媒介虫ミナミキイロアザミウマの発生経
過．豊穣，46：24～25．

米澤晃子（2008）イチゴ炭疽病のアミスター耐性
菌に対する各種薬剤の効果．香川農試ニュー
ス，91：3．

生咲　巖（2008）半促成長期どり栽培アスパラガ
スにおける褐斑病に対するダコニール1000の散
布時期．豊穣47号，22-23

奈尾雅浩：愛媛県内のキュウリにおけるモザイク
病の発生及びワクチン利用による防除と果実収
量．愛媛農試研報，41：1～9．

楠元智子・奈尾雅浩・稲荷傑・松崎幸弘：愛媛県
におけるトマトかいよう病の発生について．四
国植防，43：49．

安永忠道：水稲いもち病MBI-D剤耐性菌の発生消

長と同剤再利用．四国植防，43：45～46．
広瀬拓也・下元満喜・朝比奈泰史：高知県のピー

マン・シシトウに発生するタバココナジラミの
防除薬剤の探索．四国植防，43：37～43．

隅田　茂・西岡久人・下元祥史：チオファネート
メチル耐性およびストロビルリン系薬剤耐性ナ
ス黒枯病菌の発生．四国植防，43：49．

下元祥史・竹内繁治・木場章範・曵地康史・佐藤豊三：
ナス黒枯病の病原追加．四国植防，43：50．

竹内繁治・下元祥史：メロン黄化えそウイルス
（MYSV）によるキュウリ果実の発症要因．四
国植防，43：51～52．

山崎睦子・矢野和孝・竹内繁治：ショウガ紅色根茎
腐敗病の発生生態と防除法．四国植防，43：53．

矢野和孝・竹内繁治：１，３ジクロロプロペンお
よびその混合剤のミョウガ根茎腐敗病に対する
防除効果．四国植防，43：53～54．

下八川裕司・広瀬拓也：高知県におけるタバココ
ナジラミのバイオタイプBおよびQの分布と施
設果菜類の被害．四国植防，43：58～59．

中石一英・古味一洋・広瀬拓也・伊藤政雄・下八
川裕司：中山間地帯の雨よけピーマン類におけ
る害虫および土着天敵の発生状況と総合的害虫
管理の可能性．四国植防，43：59～60．

下八川裕司：施設栽培ピーマンにおけるジャガイ
モヒゲナガアブラムシに対するチャバラアブラ
コバチの密度抑制効果．高知農技セ研報，17：7
～14．

澤田博正・吉本江利・松本満夫：PMMoV（P1,2）
抵抗性シシトウガラシ品種 ‘土佐じしスリム’
の育成．高知農技セ研報，17：15～23．

宮﨑清宏・鈴木芳孝：シシトウ市場病害の発生に
及ぼす収穫後の温湿度条件の影響．高知農技セ
研報，17：51～56．

高橋尚之・中石一英：雨よけ栽培米ナスにおける
総合的病害虫管理技術．くらしと農業，22（2）：
64～70．

古味一洋：土着カブリダニを利用した施設ナスの
アザミウマ防除．くらしと農業，22（2）：71～75．

下八川裕司：天敵利用施設栽培ピーマンにおける
ジャガイモヒゲナガアブラムシの防除技術．く
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らしと農業，22（2）：76～80．
宮﨑清宏：市場流通中のシシトウ腐敗果の発生要

因と軽減技術．くらしと農業，22（4）：35～38．
高橋尚之・中石一英：促成栽培ピーマンにおける

総合的病害虫管理技術．くらしと農業，22（4）：
39～44．

宮﨑清宏：シシトウ腐敗果の軽減対策．高知農技
センターニュース，50：3．

山崎睦子：ショウガ紅色根茎腐敗病の寄主範囲．
高知農技センターニュース，53：1．

果樹病害虫
河野由希：有機栽培スダチの病害虫管理について．

徳島果研ニュース，102：3.
清水伸一・三好孝典・細見彰洋：PCR検出技術を

利用したイチジク株枯病の樹体内における動
態確認とその品種抵抗性評価への応用．四国植
防，43：17～21．

三好孝典・清水伸一・篠﨑毅：PCRを用いたカン
キツそうか病菌の検出．四国植防，43：50．

清水伸一・三好孝典・橘泰宣：愛媛県内における
温州萎縮ウイルス系統の検出状況．四国植防，
43：51．

篠﨑　毅・岡本芳昭・三好孝典：雨よけビニール
被覆によるキウイフルーツかいよう病の発病抑制
効果及び生育に及ぼす影響．四国植防，43：54．

金﨑秀司・﨑山進二・宮下裕司：交信かく乱剤を
利用した減農薬ナシ園におけるフタモンマダラ
メイガ被害と防除．四国植防，43：57．

窪田聖一・金﨑秀司：カネタタキによるみかん果
実の被害と薬剤感受性．四国植防，43：58．

窪田聖一：地球温暖化と病害虫の発生動向．果樹
園芸，62（2）：14～17．

篠﨑　毅：果樹の病害虫の傾向と対策｢病害編｣．
果樹園芸，62（5）：4～5．

﨑山進二：果樹の病害虫の傾向と対策｢虫害編｣．
果樹園芸，62（5）：6～9．

小谷基文：IPM（総合的病害虫・雑草管理）と環
境保全型農業の相互関係．果樹園芸，62（5）：10
～15．

篠﨑　毅：カンキツ類ウイルス・ウイロイド病の
現状と対策．果樹園芸，62（8）：4～7．

宮下裕司：カンキツ害虫の越冬生態と冬季防除．
果樹園芸，62（12）：4～7．

金﨑秀司：落葉果樹でのモモノゴマダラメイガの
発生消長とクリでの薬剤防除．愛媛果研ニュー
ス，27：4．

篠﨑　毅：カワラヨモギ抽出物を用いたカンキツ
果実腐敗病の防除．新品種と新技術で元気な産
地づくり，：10～13．

宮下裕司：カンキツのヤノネカイガラムシの生態
と防除．新品種と新技術で元気な産地づくり，：
14～17．

伊藤政雄：ミカンキジラミとカンキツグリーニン
グ病について．高知之果樹，91：28～31．

農　薬
矢野和久：農薬の飛散防止対策の取り組み．くら

しと農業，22（1）：64～66．
市原　勝：養液栽培ナスにおけるチビクロキノコ

バエ防除薬剤の作物残留試験．高知農技セン
ターニュース，51：6．

青木こずえ：無人へり防除におけるドリフト調査．
高知農技センターニュース，52：2．

島本文子：シュンギクの農薬残留濃度、予測でき
る?．高知農技センターニュース，53：3．

有用昆虫・微生物
酒井雅博：生物多様性と甲虫類．四国植防，43：

47～48．
古味一洋：ヘヤカブリダニを施設栽培キュウリ圃

場内で大量発生させるための有機質資材の選定
および投入方法．四国植防，43：60．

山下　泉：タイリクヒメハナカメムシの分散と発
育に及ぼす近紫外線除去フィルム被覆の影響．
高知農技セ研報，17：1～6．

小島一郎：土着天敵を活かした茶害虫クワシロカイ
ガラムシ防除技術　チャノミドリヒメヨコバイ卵
寄生蜂の発見．くらしと農業，22（2）：81～85．

中石一英：タイリクヒメハナカメムシに対するイ
ンプレッション水和剤およびスカッシュの影
響．高知農技センターニュース，50：6．

中石一英：タバココナジラミの土着天敵コミドリ
チビトビカスミカメ．高知農技センターニュー
ス，53：2．

中山紘一：アブラムシを捕食するオオテントウ．
げんせい．84：1．
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その他
山下　泉：IPM研究における昆虫分類学の貢献．

くらしと農業，22（3）：30～31．
山下　泉：西熊渓谷，別府渓谷とその周辺の糞

虫　IV 2006年に採集された糞虫類．げんせい．
84：3～6．

山下　泉：高知県内で採集した食糞性コガネムシ類
　I．2007年までの記録．げんせい．84：7～14．

熊沢秀雄：高知市逢坂山で得たPseudorhyssa属ヒメ
バチ９個体の形態比較．げんせい．84：15～19．

熊沢秀雄：高知県におけるアメバチ２種の存在．
げんせい．84：21～23．

井上大成：高知県中部におけるヤクシマルリシジ
ミの1994年の採集記録．げんせい．84：24．

槇原　寛・佐藤重穂：高知県旧池川町で採集され
た甲虫．げんせい．84：25～34．

真鍋泰彦：横浪半島の蛾類．げんせい．84：35～39．
荒川　良：高知市で発生したキョウチクトウスズ

メ．げんせい．84：40．
高橋秀男・白石正人：愛媛県蜂類分布資料（IX）．

げんせい．84：41～44．
中山紘一：ウミホソチビゴミムシを種崎，宇佐の

海岸で採集．げんせい．84：45．
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本　　　会　　　記　　　事

１．平成21年度総会並びに研究発表会
　四国植物防疫研究協議会の平成21年度総会並び
に研究発表会は105名が参加して，11月25，26の両
日高松市ホテルニューフロンティアで開催された。

　１）総会
　25日午後１時から開催され，平成20年度庶務報
告，編集報告，会計報告および会計監査報告が承
認された後，平成21年度の事業計画，編集計画，
予算および役員改選に関する諸案が上程され，承
認された。
　なお，平成21年度の新役員には次の諸氏が選出
された。
【会長】坂口謙二　【副会長】広田恵介，広瀬拓
也　【編集委員長】密田和彦　【評議員】　安藤彰
秀，金磯泰雄，広田恵介，楠　幹生，森　充隆，
渡邊丈夫，小谷基文，﨑山卓哉，密田和彦，西林
太郎，広瀬拓也，森田泰彰，河合　章，ダウ・ケ
ミカル日本（株），丸和バイオケミカル（株），日
本農薬（株）　【会計監査】青木一彦，福永勝之

平成20年度決算報告
イ）一般会計
　収入の部
　項　　　目 予　算 決　算
前年度繰越金 1,209,292 1,209,292
通常会員会費 537,000 450,000
特別会員会費 605,000 630,000
講読会員会費 64,000 78,262
別刷・超過頁代 0 42,735
広告代 30,000 30,000
特別会計からの補填 0 0
雑収入 1,260 34,594
預金利息 1,000 793
　計 2,447,552 2,475,676

　支出の部
項　　　目 予　算 決　算

印刷費 350,000 456,773
通信費 70,000 67,115
給料 120,000 *97,500
消耗品費 10,000 2,980
交通費 0 0
大会費 300,000 300,000
雑費 1,000 997
特別会計への繰出し 0 0
予備費 1,596,552 0
次年度繰越金 0 1,550,311
　計 2,447,552 2,475,676

*所得税2,448円含む　　

ロ） 特別積立金会計
　収入の部

項　　　目 予　算 決　算
前年度繰越金 337,981 337,981
預金利息 500 865
一般会計からの繰入れ 0 0
　計 338,481 338,846

　支出の部
項　　　目 予　算 決　算

一般会計への補填 0 0
次年度繰越金 338,481 338,846
　計 338,481 338,846
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平成21年度予算
イ）一般会計
　収入の部

項　　　目 予　算
前年度繰越金 1,550,311
通常会員会費 522,000
特別会員会費 630,000
購読会員会費 64,000
別刷・超過頁代 0
広告代 30,000
特別積立金からの補填 338,846
雑収入 1,260
預金利息 1,000
　計 3,137,417

　支出の部
項　　　目 予　算

印刷費 600,000
通信費 70,000
給料 130,000
消耗品費 200,000
交通費 5,000
大会費 0
雑費 1,000
予備費 2,131,417
　計 3,137,417

ロ）特別積立金会計
　収入の部

項　　　目 予　算
前年度繰越金 338,846
預金利息 0
一般会計からの繰入れ 0
　計 338,846

　支出の部
項　　　目 予　算

一般会計への補填 338,846
次年度繰越金 0
　計 338,846

特別積立金会計は一般会計へ全額補填し，
平成21年度をもって廃止する。

　２）一般講演
　25日午後１時40分から4時及び26日午前10時10
分から12時10分まで行われ，19題の講演が発表さ
れた。発表課題は目次に，講演要旨は本誌に掲載
している。

　３）特別講演
　25日午後４時10分から５時50分まで近畿中国四
国農業研究センター河合　章氏による｢農業生態
型と害虫管理｣と香川大学農学部秋光和也氏によ
る｢カンキツとAlternaria属菌間の相互反応に関す
る分子生物学的研究｣の講演が行われた。

　４）協　議
　26日午前９時から10時まで，本年度問題となっ
た病害虫について，徳島県：吉岡茂樹，香川県：
森　充隆，愛媛県：林　哲也，高知県：西林太郎
の各氏より報告がなされた。

２．次年度大会
　平成22年度総会および研究発表は，平成22年11
月に徳島県において開催されることが総会におい
て承認された。
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